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第１章 調査実施の概要 

１ 調査の目的 

本町では「子ども・子育て支援法」に基づき、一人ひとりの子どもが健やかに成長す

ることができる社会の実現を目指して、平成27年３月に「南部町子ども・子育て支援事

業計画」を策定し、様々な子育て支援事業に取り組んでいますが、本計画が平成27年度

から31年度までの５か年計画であることから、2020年度を始期とする第２期計画の策

定を予定しています。 

第２期計画策定にあたり、必要な情報を得るため、子育て家庭ニーズの動向分析等を

行い、町の現状と今後の子ども・子育て支援における課題を整理することを目的とした

調査を実施しました。 

 

２ 調査の設計 

調査票は調査対象者別に作成しており、各調査の件数および調査期間・方法は、以下

のとおりです。 

■ 調査票の種類と調査対象者及び調査の実施方法 

①調査票「子ども・子育て支援に関するニーズ調査（就学前児童用）」 

 調査対象者 
平成30年11月1日現在、南部町に在住の就学前児童を持つ保護者 
（悉皆調査） 

 調査票配布数 625人 

 調査期間 平成30年11月29日～平成30年12月12日 

 
調査方法 

幼稚園・認可保育所等を利用している就園児の保護者には、施設を通し
て調査票を配布・回収しました。また、未就園児の保護者には、郵送によ
り調査票を配布・回収しました。 

②調査票「子ども・子育て支援に関するニーズ調査（小学生用）」 

 調査対象者 
平成30年11月１日現在、南部町に在住の小学生を持つ保護者 
（悉皆調査） 

 調査票配布数 718人 

 調査期間 平成30年11月29日～平成30年12月12日 

 調査方法 
町立小学校に通学している小学生の保護者に、小学校を通して調査票
を配布・回収しました。 
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３ 調査票の配布と回収状況 

調査によるそれぞれの配布・回収状況は、以下のとおりです。 

■ 調査票の配布・回収状況 

調査対象者 配布数(人) 回収数(人) 回収率(％) 

就学前児童の保護者 625 463 74.1 

小学生の保護者 718 639 89.0 

 

４ 報告書の見方について 

（１）年齢・学年の定義 

就学前児童・小学生の年齢定義は、アンケート調査において誕生日の年月を回答して

いるため、下表による年齢区分により集計を行いました。 

 

年齢区分 該当する生年月 年齢区分 該当する生年月 

０歳児 平成29年４月以降 ６歳児 平成23年４月～平成24年３月 

１歳児 平成28年４月～平成29年３月 ７歳児 平成22年４月～平成23年３月 

２歳児 平成27年４月～平成28年３月 ８歳児 平成21年４月～平成22年３月 

３歳児 平成26年４月～平成27年３月 ９歳児 平成20年４月～平成21年３月 

４歳児 平成25年４月～平成26年３月 10歳児 平成19年４月～平成20年３月 

５歳児 平成24年４月～平成25年３月 11歳児 平成18年４月～平成19年３月 

（注）調査期間【平成30年度】における年齢定義 

 

（２）電算処理の注意点 

調査結果の数値については小数点第２位以下を四捨五入しているため、内訳を合計し

ても100％に合致しない場合があります。また、複数回答が可能な設問では、各項目の

割合の合計が100％を超える場合があります。 

なお、基数となる実数は「n」として掲載し、各グラフや表の比率は「n」を母数と

した割合を示しています。 
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（３）グラフの見方について 

 

 

問1[問1] 居住地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 調査対象者の属性・家族状況 

（１）就学前児童の属性 

○回答された463人の就学前児童の属性は、以下のとおりです。 

 問2 年齢 問3 子どもの人数 問3.1 末子の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査票「就学前児童の保護者」
の設問番号です。 

 

調査票「小学生の保護者」
の設問番号です。 

 



南部町 

 

6 
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0.0%
無回答

4.7%

小学生

n=639

０歳

3.4%

１歳

3.8% ２歳

5.2%

３歳

4.9%

４歳

8.8%

５歳

4.7%

６歳

12.5%
７歳

7.7%

８歳

9.7%

９歳

8.6%10歳
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（２）小学生の属性 

○回答された639人の小学生の属性は、以下のとおりです。 

 [問2] 学年 [問3] 子どもの人数 [問3.1] 末子の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）居住地域の状況 

○調査対象者別の回答者の居住地区は、以下のとおりです。 

問1[問1] 居住地区 
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母親
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父親

11.0%
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配偶者が

いる
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9.3%

無回答

0.4%

就学前児童

n=463

母親

90.3%

父親

8.9%

その他

0.8%
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配偶者が

いる
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配偶者は

いない
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n=639

（４）調査回答者の状況と配偶者の有無 

○この調査の回答者は、以下のとおりです。 

 問4 調査回答者（就学前児童） 問5 配偶者の有無（就学前児童） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [問4] 調査回答者（小学生） [問5] 配偶者の有無（小学生） 
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６ 調査結果からみた現状と課題 

課題の抽出にあたっては、報告書の調査結果に加えてクロス集計等のデータを基に、

より詳しい分析を行いました。 

結果１ 子育ての環境や支援に対する保護者の満足度（ふつう・やや満足・満足）は、 

就学前児童と小学生ともに７割台 

○本町の子育て環境や支援に対する就学前児童保護者の満足度をみると、「ふつう」

（44.3％）、「やや満足」（19.2％）、「満足」（8.6％）の計が72.1％となり、保護者

の評価が得られている状況です。【問31】 

○一方、小学生保護者では、「ふつう」（57.1％）、「やや満足」（10.5％）、「満足」（10.3％）

の計が77.9％となり、就学前児童保護者よりも評価が得られている状況です。 

【[問18]】 

▼ 

以上の結果から、本町の子育て環境や支援に対して両保護者からは評価されています。

さらに評価を引き上げるためには、子育て中の保護者の視点に立った施策の取組が必要

となります。 

結果２ 周囲の援助が得られない孤立した子育て中の保護者は８％ 

○約９割が就学前児童の子育てに関して周囲の協力者が得られています。一方で、祖父

母等の親族や友人・知人にみてもらえるケースでも、２～３割の保護者が「時間的制

約や精神的な負担が大きく心配である」と回答しています。【問９-１、問９-２】 

○就学前児童の子育てに関する周囲の協力者の状況をみると、日常的及び緊急時等に親

族・知人等の協力が得られない、孤立した子育て環境にいる保護者は8.4％となって

おり、母子家庭は３人で全回答者の0.6％に該当し、父子家庭には該当者がいません

でした。【問９】 

▼ 

以上の結果から、孤立した育児環境にある家庭に対しては、個々のニーズに対応した

子育て支援の手を差し伸べるとともに、安心できる育児環境への取組が必要となります。 

結果３ 子育てする上で気軽に相談できる相手がいない就学前児童保護者は５％ 

○気軽に相談できる相手の有無をみると、相手が「いる／ある」が９割を占めるものの、

その相手は「祖父母等の親族」（79.2％）、「友人や知人」（78.0％）など身近な人達

となっています。【問10・10-1】 

○就学前児童保護者の相談窓口（相手）の役割を担う子育て支援機関である「子育て支

援施設（地域子育て支援拠点事業等）」（6.7％）、「町の子育て相談窓口・町保健師」

（4.8％）は相談頻度が低いものの、「保育所の保育士、幼稚園の教諭」（49.8％）は

高い状況です。また、民生委員・児童委員への相談相手としての回答はなく、活動で
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きていない状況です。【問10-1】 

○子育てに関する相談者の状況で、気軽に相談できる相手が「いない／ない」と回答し

た就学前児童保護者は4.5％となっています。【問10】 

▼ 

以上の結果から、公的な相談機関を活用してもらうため、気軽に相談できる（相談し

やすい）相談体制に整備し、その活動の周知徹底・普及を図るとともに、民生委員・児

童委員をはじめとした地域活動のあり方を再検討することが必要となります。 

結果４ 母親の就労率（育休を含む）は就学前児童で81％、小学生で87％ 

○母親の就労状況をみると、「フルタイムで就労している」と「パート・アルバイト等

で就労している」を合わせた現在の就労割合は、就学前児童保護者（80.6％）、小学

生保護者（87.3％）の状況です。【問12（１）、[問11（１）]】 

○母親の就労日数（１週当たり）をみると、就学前児童・小学生保護者ともに「５日」

（64.3％・64.7％）が最も多く、次いで「６日以上」（24.4％・25.4％）となって

います。【問12（１）-1、[問11（１）-1]】 

○母親の出勤時間をみると、就学前児童・小学生保護者ともに「７時台」（44.0％・

43.4％）、「８時台」（33.8％・31.2％）が多く、帰宅時間では両者ともに「18～

19時台」（42.1％・45.3％）、「16～17時台」（32.7％・29.9％）が多くなってい

ます。【問12（１）-2、[問11（１）-2]】 

▼ 

以上の結果から、定期的な教育・保育事業の利用は平日の７時台～19時台まで預け

られる事業運営や、土曜日にも預けられる運営体制についても検討が必要となります。 

結果５ 定期的な教育・保育事業を利用している家庭は約８割 

○平日の定期的な教育・保育事業を「利用している」保護者は82.3％、「利用していな

い」保護者は17.1％となっています。【問15】 

○利用していない理由としては、「子どもがまだ小さいため（□歳くらいになったら利

用しようと考えている）」（62.0％）が最も多く、そのうち利用を希望する子どもの

年齢として回答者全員が「０～３歳」としています。また、「利用する必要がない」

（25.3％）となっています。【問15-５】 

▼ 

以上の結果から、現在の未利用者が利用できるよう条件等の再確認などを行い、教

育・保育事業の利用につなげることが必要です。また、2019年10月より幼児教育・

保育の無償化が予定されているため、利用増加を見込んだ教育・保育事業量の確保が必

要となります。 
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結果６ 平日の定期的な教育保育事業で「認可保育所」を利用する保護者は64％ 

○利用している平日の定期的な教育・保育事業は、「認可保育所」（64.0％）が最も多

く、次いで「幼稚園」（19.2％）、「認定こども園」（12.6％）、「幼稚園の預かり保育」

（7.3％）となっています。【問15-1】 

○利用理由としては、「子育てをしている方が現在就労している」（80.8％）が最も多

く、次いで「子どもの教育や発達のため」（65.1％）となっています。【問15-4】 

○事業の潜在的ニーズである希望と実際の利用状況との乖離をみると、「認定こども園」

が18.5
ポイ

ント、「幼稚園」が14.5
ポイ

ント、「幼稚園の預かり保育」が10
ポイ

ント希望が高く、「認可

保育所」では3.3
ポイ

ント低い状況です。【問15-1、問16】 

▼ 

以上の結果から、利用される保護者ニーズに対応できるよう、「認定こども園」「幼稚

園」「幼稚園の預かり保育」に加えて「認可保育所」に関する事業の質的向上や今後の

見込量の精査とともに、「事業所内保育施設」の利用には事業運営の確認などの慎重な

対応が必要となります。 

結果７ 放課後児童クラブ（小学校低学年時）の利用希望は、 

就学前児童・小学生ともに５割台 

○放課後の過ごし方について、「放課後児童クラブ」に関する保護者の利用希望をみる

と、小学校低学年の時期は就学前児童で59.0％、小学生で56.3％となっています。

【問26、[問14]】 

○一方、小学校高学年の時期では、就学前児童・小学生ともに「放課後児童クラブ」

（41.0％・22.1％）の利用希望が減少した一方で、「自宅」と「塾や習い事」が増

加しています。【問27、[問15]】 

▼ 

以上の結果から、子どもの放課後の安全な過ごし方に対しては、放課後児童クラブは

一定の役割を担っています。子どもを一時的に預かるだけではなく、学力の向上をはじ

め、子どもの成長につながる事業内容を充実するなど、小学生のニーズに即した事業運

営が求められます。 

結果８ 地域子育て支援拠点事業の利用者は５％と少ない 

○地域の子育て支援拠点事業の利用状況をみると、92.0％の保護者が利用していない

状況です。【問17】 

○地域の子育て支援拠点事業の今後の利用希望をみると、1.5割の保護者が「利用して

いないが今後利用したい」と考えています。希望する１ヶ月あたり回数は「２回」

（25.0％）が最も多く、次いで「１回」（22.1％）、4回（13.2％）となっています。

一方、７割の保護者が「新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない」と

回答しています。【問18】  
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▼ 

以上の結果から、地域の子育て支援拠点事業の利用者を増やすためには、利用者の視

点に立って事業内容や運営内容を再検討するとともに、保護者には利用勧奨の取組が必

要となります。 

結果9 就労者における育児休業の取得（または取得中）割合は、母親が72％、 

父親では１％ 

○就学前児童保護者の認知度が「育児休業給付」は62.0％、「保険料免除」は33.5％

という状況において、お子さんが生まれた時に「働いていなかった」と回答した方を

除いた就労者のうち、育児休業を取得または取得中の母親は72.4％、父親は1.1％と

なっています。【問30・30-1】 

○母親の休業取得期間では「10～12ヶ月」（47.0％）、が最も多く、次いで「４～６

ヶ月」（16.1％）、「13～15ヶ月」（10.7％）、父親は半数が無回答、「１～３ヶ月」

「31ヶ月以上」（各25.0％）と回答しています。【問30-4】 

○休業取得後の職場復帰した母親は75.6％、父親は80.0％となっています。職場復帰

した母親のうち、年度初めの入所に合わせたタイミングでの復帰は、３割弱でした。

一方、育児休暇中に離職した母親は8.1％、父親の離職はありませんでした。 

【問30-2・30-3】 

○職場復帰時に「短時間勤務制度」を利用した母親は23.5％、父親の利用はありませ

んでした。利用しなかった理由としては、「職場に取りにくい雰囲気があった」「仕事

が忙しかった」「給与が減額される」をあげています。【問30-7(1)(2)・30-8(1)(2)】 

▼ 

以上の結果から、母親の育児休暇の取得割合は７割となっているものの、父親の取得

割合は非常に低くなっています。母親の育児休暇期間では、都市部に比べて短い傾向に

あるため、各企業に対して理解を求める取組が必要となります。 

結果10 児童虐待を思われる場面を見たり、聞いたりした保護者は、 

就学前児童・小学生ともに７％台 

○児童虐待と思われる場面を見たり、聞いたりした保護者は、就学前児童で7.6％、小

学生で7.0％となっています。そのうち、町や児童相談所に通報した保護者は１割前

後と少ない状況です。【問32・32-1、[問19・19-1]】 

○９割近くの小学生保護者が子どもと「いじめ」に関して話し合い、また「いじめ」の

場面を見たり、聞いたりした保護者は30.8％となっています。【[問20・21]】 

▼ 

以上の結果から、児童虐待やいじめ問題は増加傾向にあると思われます。これらを減

少させる対策としてはたとえ誤報であっても、躊躇なく通報できる第三者機関や相談体

制の整備が必要となります。 
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57.2 

54.3 

41.5 

41.0 

0.2 

2.0 

0.6 

1.6 

0.2 

1.1 

0.2 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=463

小学生

n=639

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 無回答

67.4 

28.9 

4.1 

43.8 

14.9 

51.6 

8.2 

3.9 

0.2 

0% 25% 50% 75% 100%

父母ともに

母親

父親

祖父母

幼稚園

保育所

認定こども園

その他

無回答

就学前児童

n=463

90.1 

14.5 

18.8 

55.5 

8.9 

1.3 

0.2 

0% 25% 50% 75% 100%

家庭

地域

幼稚園

保育所

認定こども園

その他

無回答

就学前児童

n=463

第２章 子育て家庭を取り巻く環境 

１ 子育ての環境について 

（１）主な保育者と親族等協力者の状況 

○主な保育者の状況をみると、就学前児童・小学生いずれも「父母ともに」「主に母親」

で９割以上を占めています。 

○就学前児童の日常的に子育てに関わっている方は、「父母ともに」（67.4％）が約７割

で最も高く、次いで「保育所」（51.6％）、「祖父母」（43.8％）となっています。 

○子育てに影響を与える環境は、「家庭」（90.1％）と回答した割合が最も高く、次い

で「保育所」（55.5％）となっています。 

問6[問6] 主な保育者の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問7 日常的に子育てに関わっている方（施設含む） 問8 子育てに影響を与えると思う環境 
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40.8 

55.9 

0.6 

5.0 

8.4 

1.1 

0% 25% 50% 75% 100%

日常的に祖父母等の親族に

みてもらえる

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもを

みてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

就学前児童

n=463

喜びや楽しみが

大きい

34.9%
どちらかと

いうと、喜びや

楽しみの方が

大きい

49.0%

どちらかと

いうと、不安や

負担の方が

大きい

14.6%

とても

不安や負担を

感じている

1.6%

無回答

0.0%

小学生

n=639

50.1 

40.5 

0.6 

2.8 

5.8 

0.2 

0% 25% 50% 75% 100%

小学生

n=639

○小学生の子育ての喜びと不安をみると、「どちらかというと、喜びや楽しみの方が大

きい」（49.0％）と「喜びや楽しみが大きい」（34.9％）を合わせると、喜びや楽し

みが大きい割合が8割以上と高くなっており、「とても不安や負担を感じている」は1

割未満に留まっています。 

○就学前児童の子育てに関する親族・知人等協力者の状況をみると、「緊急時もしくは

用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」は55.9％、「日常的に祖父母等の親族

にみてもらえる」は40.8％となっています。一方、友人・知人では、「日常的にみて

もらえる」が0.6％、「緊急時もしくは用事の際にはみてもらえる」が5.0％で、合わ

せても５.6％であることから、友人・知人には預けにくい状況がうかがえます。 

 

[問7] 子育ての喜びと不安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問9[問8] 親族・知人等協力者の状況 
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54.0 

20.9 

24.8 

24.1 

12.4 

1.9 

0.2 

0% 25% 50% 75% 100%

祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を

心配することなく、安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な

負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、

少し不安がある

その他

無回答

就学前児童

n=411

34.8 

4.3 

30.4 

30.4 

0.0 

8.7 

4.3 

0% 25% 50% 75% 100%

友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を

心配することなく、安心して子どもをみてもらえる

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発育にとってふさわしい環境であるか、

少し不安がある

その他

無回答

就学前児童

n=23

○祖父母等の親族に子どもをみてもらっている状況について、「祖父母等の親族の身体

的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる」

（54.0％）と回答した割合が最も高いものの、一方で、45.7%が祖父母の負担に対

する心配や不安などを抱えながらみてもらっている状況です。 

○友人・知人に子どもを預かってもらっている状況については、以下のとおりです。 

問9-1 祖父母等の親族に子どもをみてもらうことへの考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問9-2 友人・知人に子どもをみてもらうことへの考え 
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いる／ある

90.3%

いない

／ない

4.5%

無回答

5.2%

就学前児童

n=463

79.2 

78.0 

4.3 

6.7 

49.8 

0.0 

7.7 

4.8 

2.4 

0.2 

0% 25% 50% 75% 100%

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援施設

（地域子育て支援拠点事業等）

保育所の保育士、幼稚園の教諭

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

町の子育て相談窓口・町保健師

その他

無回答

就学前児童

n=418

53.8 

36.8 

0.0 

0.3 

0.0 

0.3 

0.3 

0.8 

7.2 

0.5 

0% 25% 50% 75% 100%

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

保育所の保育士、

幼稚園の教諭

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

町の子育て相談窓口・

町保健師

その他

特にいない

無回答

小学生

n=639

（２）子育てに関する相談者の状況 

○気軽に相談できる人の有無をみると、「いる／ある」（90.3％）と回答した就学前児

童保護者は９割以上を占めています。 

○気軽に相談できる相手は、「祖父母等の親族」（79.2％）、「友人や知人」（78.0％）、

「保育所の保育士、幼稚園の教諭」（49.8％）の割合が高くなっています。 

○小学生保護者が気軽に相談できる人は、「祖父母等の親族」（53.8％）が最も高く、

次いで「友人や知人」（36.8％）となっています。 

 問10 子育てに関して気軽に相談できる人の有無 [問9] 気軽に相談できる人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問10-1 気軽に相談できる相手 
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38.0 

54.6

8.9 

1.9

30.5 

29.9

3.2 

0.9

18.1 

9.4

0.6 

0.2

0.6 

3.1

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=463

小学生

n=639

フルタイムで就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、

産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、

産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、

産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、

現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

２ 保育者の就労状況 

（１）母親の就労状況 

○母親の就労状況をみると、「フルタイムで就労している」と「パート・アルバイト等

で就労している」を合わせた現在就労している方は、就学前児童で80.6％、小学生

で87.3％となっています。そのうち産休・育休・介護休業を取得中の方は、就学前

児童で12.1％、小学生では2.8％となっています。 

問12(1)[問11(1)] 母親の就労状況 
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0.8 0.0 3.2 5.9 

64.3 

24.4 

1.3 0.5 0.4 2.0 5.9 

64.7 

25.4 

1.1 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答

就学前児童

n=373

小学生

n=558

0.0 

16.4 
25.2 

51.7 

4.0 1.3 1.3 0.5 

17.2 19.0 

53.4 

5.9 1.6 2.3 

0%

25%

50%

75%

100%

４時間
未満

４～５
時間

６～７
時間

８～９
時間

10～11
時間

12時間
以上

無回答

就学前児童

n=373

小学生

n=558

0.3 1.9 

44.0 

33.8 

8.0 
3.2 

8.8 
0.0 3.9 

43.4 

31.2 

9.1 
3.9 

8.4 

0%

25%

50%

75%

100%

６時以前 ６時台 ７時台 ８時台 ９時台 10時以後 無回答

就学前児童

n=373

小学生

n=558

1.1 
11.8 

32.7 
42.1 

3.2 0.3 
8.8 

0.5 
10.8 

29.9 

45.3 

3.8 0.7 
9.0 

0%

25%

50%

75%

100%

12時以前 12～15
時台

16～17
時台

18～19
時台

20～21
時台

22時以後 無回答

就学前児童

n=373

小学生

n=558

○母親の就労日数と就労時間をみると、就学前児童・小学生ともに「５日」（64.3％・

64.7％）、「８～９時間」（51.7％・53.4％）と回答した割合が最も高くなっています。 

○母親の出勤時間は、就学前児童・小学生ともに「７時台」（44.0％・43.4％）、また、

帰宅時間は、就学前児童・小学生ともに「18～19時台」（42.1％・45.3％）の割合

が最も高くなっています。 

問12(1)-1[問11(1)-1] 母親の就労日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

問12(1)-1[問11(1)-1] 母親の就労時間（１日当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問12(1)-2[問11(1)-2] 母親の出勤時間 

 

 

 

 

 

 
 

問12(1)-2[問11(1)-2] 母親の帰宅時間 
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5.1 

6.6 

17.3 

18.3 

51.3 

49.2 

7.7 

3.6 

18.6 

22.3 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=156

小学生

n=197

フルタイムへの転換希望があり、

実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、

実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を

続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて

子育てや家事に専念したい

無回答

○パートタイムからフルタイムへの転換希望をみると、「フルタイムへの転換希望があ

り、実現できる見込みがある」と「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見

込みはない」を合わせた転換希望がある母親は、就学前児童で22.4％、小学生で

24.9％となっています。 

問13(1)[問12(1)] 母親のパートタイムからフルタイムへの転換希望 
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17.2 

21.3 

32.2 

18.0 

36.8 

32.8 

13.8 

27.9 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=87

小学生

n=61

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが□□歳に

なったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答

０～３歳

50.0%
４～５歳

35.7%

６～８歳

10.7%

９～11歳

3.6%

12歳以上

0.0%
無回答

0.0%

就学前児童

n=28

０～３歳

18.2%

４～５歳

27.3%
６～８歳

36.4%

９～11歳

18.2%

12歳以上

0.0%
無回答

0.0%

小学生

n=11

3.3 

16.1 

53.3 

48.4 

43.3 

35.5 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=60

小学生

n=31

フルタイム パートタイム・

アルバイト等

無回答

○現在就労していない母親の今後の就労希望をみると、就学前児童で69.0％、その内

訳は「１年より先、一番下の子どもが□□歳になったころに就労したい」（32.2％）、

「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」（36.8％）となっています。また、

希望する就労形態は「パートタイム・アルバイト等」（53.3％）、就労時期となる子

どもの年齢としては「０～３歳」（50.0％）と回答した割合が最も高くなっています。 

○小学生の母親では、50.8％の方が現在就労していないが今後の就労希望があると回

答し、その内訳は「１年より先、一番下の子どもが□□歳になったころに就労したい」

（18.0％）、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」（32.8％）となってい

ます。また、希望する就労形態は「パートタイム・アルバイト等」（48.4％）、就労

時期となる子どもの年齢としては「6～8歳」（36.4％）の割合が最も高くなってい

ます。 

 問14(1)[問13(1)] 就労していない母親の今後の就労希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「１年より先、一番下の子どもが□□歳に

なったころに就労したい」に○を付けた方 

【就労希望時の末子の年齢】 

【母親の希望する就労形態】 

【希望就労日数と希望就労時間】へ 
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0.0 0.0 
9.4 

25.0 

62.5 

3.1 0.0 0.0 0.0 

13.3 

26.7 

53.3 

0.0 
6.7 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答

就学前児童

n=32

小学生

n=15

3.1 

50.0 

34.4 

9.4 

0.0 0.0 
3.1 0.0 

53.3 

33.3 

6.7 
0.0 0.0 

6.7 

0%

25%

50%

75%

100%

４時間
未満

４～５
時間

６～７
時間

８～９
時間

10～11
時間

12時間
以上

無回答

就学前児童

n=32

小学生

n=15

○パートタイム・アルバイト等での就労を希望する母親の希望就労日数・希望就労時間

をみると、就学前児童・小学生ともに希望就労日数は「５日」（62.5％・53.3％）、

希望就労時間は「４～５時間」（50.0％・53.3％）の割合が最も高くなっています。 

問14(1)[問13(1)] パートタイム・アルバイト等希望の母親の希望就労日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問14(1)[問13(1)] パートタイム・アルバイト等希望の母親の希望就労時間（１日当たり） 
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87.7 

81.5 

1.1 

0.3 

0.0 

0.6 

0.0 

0.0 

0.2 

0.6 

0.2 

0.2 

10.8 

16.7 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=463

小学生

n=639

フルタイムで就労しており、

育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、

育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、

育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、

育休・介護休業中である

以前は就労していたが、

現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

0.2 0.0 0.5 0.7 

38.9 

58.2 

1.5 0.2 0.2 0.8 0.9 

40.0 

54.3 

3.6 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答

就学前児童

n=411

小学生

n=527

0.0 0.7 1.9 

58.2 

24.8 

11.9 
2.4 

0.0 0.4 2.3 

66.6 

16.7 
9.5 

4.6 

0%

25%

50%

75%

100%

４時間
未満

４～５
時間

６～７
時間

８～９
時間

10～11
時間

12時間
以上

無回答

就学前児童

n=411

小学生

n=527

（２）父親の就労状況 

○父親の就労状況をみると、「フルタイムで就労している」と「パート・アルバイト等

で就労している」を合わせた現在就労している方は、就学前児童で88.8％、小学生

で82.4％となっています。 

○父親の就労日数をみると、就学前児童・小学生ともに「６日以上」（58.2％・54.3％）

が最も高く、次いで「５日」（38.9％・40.0％）となっています。また、就労時間は、

就学前児童・小学生ともに「８～９時間」（58.2％・66.6％）の割合が最も高くなっ

ています。 

問12(2)[問11(2)] 父親の就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問12(2)-1[問11(2)-1] 父親の就労日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

問12(2)-1[問7(2)-1] 父親の就労時間（１日当たり） 
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25.0 50.0 

0.0 
0.0 

25.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=0

小学生

n=4

フルタイムへの転換希望があり、

実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、

実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の

就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて

子育てや家事に専念したい

無回答

6.1 

21.7 

43.3 

13.9 
2.9 4.6 7.5 8.2 

21.4 

43.1 

13.7 
3.0 1.7 

8.9 

0%

25%

50%

75%

100%

６時以前 ６時台 ７時台 ８時台 ９時台 10時以後 無回答

就学前児童

n=411

小学生

n=527

2.9 1.2 

13.1 

48.9 

20.9 

5.4 7.5 
1.7 1.7 

13.1 

51.4 

18.8 

3.6 
9.7 

0%

25%

50%

75%

100%

12時以前 12～15
時台

16～17
時台

18～19
時台

20～21
時台

22時以後 無回答

就学前児童

n=411

小学生

n=527

○父親の出勤時間・帰宅時間をみると、就学前児童・小学生ともに出勤時間は「７時台」

（43.3％・43.1％）、帰宅時間は「18～19時台」（48.9％・51.4％）の割合が最

も高くなっています。 

○父親のパートタイムからフルタイムへの転換希望は、以下のとおりです。 

問12(2)-2[問11(2)-2] 父親の出勤時間 

 

 

 

 

 

 

 

問12(2)-2[問11(2)-2] 父親の帰宅時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

問13(2)[問12(2)] 父親のパートタイムからフルタイムへの転換希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

対象者はいませんでした 
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50.0 

20.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

80.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=2

小学生

n=5

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが□□歳に

なったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=0

小学生

n=0

フルタイム パートタイム・

アルバイト等

無回答

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答

0%

25%

50%

75%

100%

４時間
未満

４～５
時間

６～７
時間

８～９
時間

10～11
時間

12時間
以上

無回答

○現在就労していない父親の今後の就労希望は、以下のとおりです。 

 問14(2)[問13(2)] 就労していない父親の就労希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問14(2)[問13(2)] 就労希望のある父親の希望就労日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 
 

問14(2)[問9(2)] 就労希望のある父親の希望就労時間（１日当たり） 

 

 

 

 

 

「１年より先、一番下の子どもが□□歳に

なったころに就労したい」に○を付けた方 

【就労希望時の末子の年齢】 

【父親の希望する就労形態】 

就学前児童・小学生ともに 
対象者はいませんでした 

就学前児童・小学生ともに対象者はいませんでした 

就学前児童・小学生ともに対象者はいませんでした 

就学前児童・小学生ともに 
対象者はいませんでした 
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利用して

いる

82.3%

利用して

いない

17.1%

無回答

0.6%

就学前児童

n=463

33.7 

17.3 

60.7 

31.1 

4.3 

1.1 

3.7 

3.7 

0.9 

3.2 

5.0 

1.3 

2.2 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=463

第３章 子育て支援サービスの現状と今後の利用希望 

１ 平日の定期的な教育・保育事業の現状と今後の利用希望 

（１）平日の定期的な教育・保育事業 

○定期的な教育・保育事業を「利用している」方は82.3％となっています。 

問15 定期的な教育・保育事業の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○利用中の事業をみると、「認可保育所」は64.0％、「幼稚園」は19.2％となっていま

す。一方、今後の利用希望では「認可保育所」（60.7%）は現状より3.3
ポイ

ント低くなる

ものの、「認定こども園」（31.1％）は18.5
ポイ

ント高くなり、需要が高まっていることが

うかがえます。 

 問15-1 定期的な教育・保育事業の利用状況 問16 希望する定期的な教育・保育事業 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

19.2 

7.3 

64.0 

12.6 

0.0 

0.0 

0.5 

2.1 

0.8 

0.0 

0.3 

0.8 

0.5 

0% 25% 50% 75% 100%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

就学前児童

n=381
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0.5 
0.0 0.0 0.0 

31.8 

66.7 

0.0 1.0 0.0 0.3 0.0 0.5 

25.7 

56.2 

2.1 

15.2 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童
（利用日数）

n=381

就学前児童
（希望日数）

n=381

0.3 0.3 0.0 
0.3 0.8 7.3 9.2 

23.4 23.6 22.0 

10.2 
0.8 1.8 

0.0 

0.5 
0.0 

0.0 0.3 5.2 7.3 

18.9 
19.2 18.4 10.5 2.6 

17.1 

0%

25%

50%

75%

100%

１

時

間

２

時

間

３

時

間

４

時

間

５

時

間

６

時

間

７

時

間

８

時

間

９

時

間

10

時

間

11

時

間

12

時

間

以

上

無

回

答

就学前児童
（利用時間）

n=381

就学前児童
（希望時間）

n=381

○定期的な教育・保育事業の利用日数と希望日数をみると、利用・希望ともに「６日」

（66.7%・56.2%）の割合が最も高く、次いで「５日」（31.8%・25.7%）となっ

ています。 

○利用時間と希望時間についてみると、いずれも「９時間」（23.6%・19.2%）の割合

が最も高くなっています。 

問15-2(1)(2) 定期的な教育・保育事業の利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問15-2(1)(2) 定期的な教育・保育事業の利用時間と希望時間（１日当たり） 
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0.0 

0.0 

24.4 

50.4 

23.1 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=381

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.3 

0.0 

0.5 

6.8 

14.2 

27.0 

26.0 

5.5 

1.3 

0.0 

18.4 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=381

0.0 

0.3 

22.6 

39.1 

19.2 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

18.4 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=381

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.3 

0.3 

1.0 

11.0 

17.3 

36.2 

31.0 

1.6 

0.0 

0.0 

1.3 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=381

○利用開始時間・希望開始時間ともに「７時台」～「９時台」で高くなっています。 

○利用終了時間・希望終了時間ともに「17時台」「18時台」で高くなっています。 

 問15-2(1) 利用開始時間 問15-2(2) 希望開始時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問15-2(1) 利用終了時間 問15-2(2) 希望終了時間 
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南部町内

84.0%

南部町外

13.6%

無回答

2.4%

就学前児童

n=381

南部町内

89.6%

南部町外

8.2%

無回答

2.2%

就学前児童

n=463

０歳

2人

１歳

0人 ２歳

3人

３歳

21人

４歳

20人

５歳

26人

無回答

1人

就学前児童

n=73

93.2 

42.5 

4.1 

1.4 

0.0 

0.0 

1.4 

2.7 

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの教育や発達のため

子育て（教育を含む）をしている方が

現在就労している

子育て（教育を含む）をしている方が

就労予定がある／求職中である

子育て（教育を含む）をしている方が

家族・親族などを介護している

子育て（教育を含む）をしている方が

病気や障害がある

子育て（教育を含む）をしている方が

学生である

その他

無回答

就学前児童

n=73

○現在利用している教育・保育事業の実施場所、希望する実施場所はいずれも「南部町

内」が８割以上となっています。 

 問15-3 教育・保育事業の実施場所 問16-1 教育・保育事業の希望実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 幼稚園利用者の状況 

○幼稚園を利用していると回答した73人の年齢の内訳は、以下のとおりです。 

○幼稚園を利用している理由は、「子どもの教育や発達のため」（93.2％）、「子育て（教

育を含む）をしている方が現在就労している」（42.5％）と高くなっています。 

問15-1.1 幼稚園の年齢別利用者数 問15-4 利用している理由 
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2.7 
0.0 0.0 0.0 

93.2 

1.4 
0.0 

2.7 0.0 1.4 0.0 0.0 

65.8 

12.3 
1.4 

19.2 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童
（利用日数）

n=73

就学前児童
（希望日数）

n=73

1.4 1.4 0.0 0.0 1.4 

31.5 
21.9 

19.2 15.1 
5.5 

0.0 0.0 2.7 
0.0 

2.7 

0.0 0.0 
1.4 

20.5 
13.7 

20.5 

12.3 5.5 1.4 
0.0 

21.9 

0%

25%

50%

75%

100%

１

時

間

２

時

間

３

時

間

４

時

間

５

時

間

６

時

間

７

時

間

８

時

間

９

時

間

10

時

間

11

時

間

12

時

間

以

上

無

回

答

就学前児童
（利用時間）

n=73

就学前児童
（希望時間）

n=73

○幼稚園の利用日数と希望日数をみると、利用・希望ともに「５日」（93.2%・65.8％）

の割合が最も高くなっています。 

○利用時間と希望時間についてみると、利用は「６時間」（31.5%）、希望は「６時間」 

「８時間」（各20.5％）の割合が最も高く、次いで、利用・希望ともに「７時間」（21.9％・

13.7%）となっています。 

問15-2(1)(2) 幼稚園の利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問15-2(1)(2) 幼稚園の利用時間と希望時間（１日当たり） 
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0.0 

0.0 

4.1 

49.3 

39.7 

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.1 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=73

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.4 

0.0 

1.4 

28.8 

17.8 

17.8 

4.1 

2.7 

0.0 

0.0 

26.0 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=73

0.0 

0.0 

6.8 

31.5 

32.9 

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

26.0 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=73

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.4 

0.0 

1.4 

50.7 

16.4 

23.3 

2.7 

0.0 

0.0 

0.0 

4.1 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=73

○利用開始時間・希望開始時間ともに「８時台」「９時台」の割合が高くなっています。 

○利用終了時間・希望終了時間ともに「15時台」の割合が最も高くなっています。 

 問15-2(1) 利用開始時間 問15-2(2) 希望開始時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問15-2(1) 利用終了時間 問15-2(2) 希望終了時間 
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０歳

0人 １歳

0人

２歳

3人

３歳

4人

４歳

12人

５歳

8人

無回答

1人

就学前児童

n=28

100.0 

60.7 

7.1 

3.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの教育や発達のため

子育て（教育を含む）をしている方が

現在就労している

子育て（教育を含む）をしている方が

就労予定がある／求職中である

子育て（教育を含む）をしている方が

家族・親族などを介護している

子育て（教育を含む）をしている方が

病気や障害がある

子育て（教育を含む）をしている方が

学生である

その他

無回答

就学前児童

n=28

② 幼稚園の預かり保育利用者の状況 

○幼稚園の預かり保育を利用していると回答した28人の年齢の内訳は、以下のとおり

です。 

○幼稚園の預かり保育を利用している理由は、「子どもの教育や発達のため」（100.0％）、

「子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している」（60.7％）と高くなって

います。 

問15-1.2 幼稚園の預かり保育の年齢別利用者数 問15-4 利用している理由 
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0.0 0.0 0.0 0.0 

100.0 

0.0 0.0 0.0 
0.0 0.0 0.0 0.0 

57.1 

25.0 

0.0 

17.9 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童
（利用日数）

n=28

就学前児童
（希望日数）

n=28

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

25.0 

10.7 

35.7 
21.4 

7.1 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

17.9 

7.1 

21.4 21.4 

7.1 7.1 
0.0 

17.9 

0%

25%

50%

75%

100%

１

時

間

２

時

間

３

時

間

４

時

間

５

時

間

６

時

間

７

時

間

８

時

間

９

時

間

10

時

間

11

時

間

12

時

間

以

上

無

回

答

就学前児童
（利用時間）

n=28

就学前児童
（希望時間）

n=28

○幼稚園の預かり保育の利用日数と希望日数をみると、利用・希望ともに「５日」

（100.0%・57.1％）の割合が最も高くなっています。 

○利用時間と希望時間についてみると、利用は「８時間」（35.7%）が最も高く、次い

で「６時間」（25.0%）、希望は「８時間」「９時間」（各21.4％）の割合が最も高く、

次いで「６時間」（17.9％）となっています。 

問15-2(1)(2)  幼稚園の預かり保育の利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問15-2(1)(2)  幼稚園の預かり保育の利用時間と希望時間（１日当たり） 
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0.0 

0.0 

7.1 

60.7 

32.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=28

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

21.4 

25.0 

17.9 

7.1 

7.1 

0.0 

0.0 

21.4 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=28

0.0 

0.0 

10.7 

35.7 

32.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

21.4 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=28

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

35.7 

32.1 

28.6 

3.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=28

○利用開始時間・希望開始時間ともに「８時台」「９時台」の割合が高くなっています。 

○利用終了時間・希望終了時間ともに「15時台」～「17時台」の割合が高くなってい

ます。 

 問15-2(1) 利用開始時間 問15-2(2) 希望開始時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問15-2(1) 利用終了時間 問15-2(2) 希望終了時間 
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０歳

25人

１歳

36人

２歳

41人

３歳

47人

４歳

54人

５歳

40人

無回答

1人

就学前児童

n=244

57.0 

91.0 

4.9 

1.6 

1.2 

0.0 

0.0 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの教育や発達のため

子育て（教育を含む）をしている方が

現在就労している

子育て（教育を含む）をしている方が

就労予定がある／求職中である

子育て（教育を含む）をしている方が

家族・親族などを介護している

子育て（教育を含む）をしている方が

病気や障害がある

子育て（教育を含む）をしている方が

学生である

その他

無回答

就学前児童

n=244

③ 認可保育所利用者の状況 

○認可保育所を利用していると回答した244人の年齢の内訳は、以下のとおりです。 

○認可保育所を利用している理由は、「子育て（教育を含む）をしている方が現在就労

している」（91.0％）、「子どもの教育や発達のため」（57.0％）と高くなっています。 

問15-1.3 認可保育所の年齢別利用者数 問15-4 認可保育所を利用している理由 
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0.0 0.0 0.0 0.0 

13.5 

85.7 

0.0 
0.8 0.0 0.0 0.0 0.8 

12.7 

70.1 

1.6 

14.8 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童
（利用日数）

n=244

就学前児童
（希望日数）

n=244

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 

7.4 

25.0 27.0 24.2 

13.5 

1.2 1.2 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

1.2 6.1 

19.7 20.9 18.4 
13.5 

3.3 

16.8 

0%

25%

50%

75%

100%

１

時

間

２

時

間

３

時

間

４

時

間

５

時

間

６

時

間

７

時

間

８

時

間

９

時

間

10

時

間

11

時

間

12

時

間

以

上

無

回

答

就学前児童
（利用時間）

n=244

就学前児童
（希望時間）

n=244

○認可保育所の利用日数と希望日数をみると、利用・希望ともに「６日」（85.7%・70.1％）

の割合が最も高くなっています。 

○利用時間と希望時間についてみると、利用・希望ともに「９時間」（27.0％・20.9％）

の割合が最も高く、次いで「８時間」（25.0％・19.7％）となっています。 

問15-2(1)(2) 認可保育所の利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問15-2(1)(2) 認可保育所の利用時間と希望時間（１日当たり） 
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0.0 

0.0 

27.9 

51.6 

19.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=244

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.0 

14.8 

28.7 

29.9 

6.1 

2.0 

0.0 

16.4 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=244

0.0 

0.4 

25.4 

41.0 

16.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

16.4 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=244

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.2 

19.7 

38.5 

37.7 

2.0 

0.0 

0.0 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=244

○利用開始時間・希望開始時間ともに「８時台」「７時台」の割合が高くなっています。 

○利用終了時間・希望終了時間ともに「17時台」「18時台」の割合が高くなっていま

す。 

 問15-2(1) 利用開始時間 問15-2(2) 希望開始時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問15-2(1) 利用終了時間 問15-2(2) 希望終了時間 
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０歳

5人

１歳

7人

２歳

8人
３歳

7人

４歳

10人

５歳

9人

無回答

2人

就学前児童

n=48

64.6 

87.5 

2.1 

0.0 

0.0 

0.0 

2.1 

2.1 

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの教育や発達のため

子育て（教育を含む）をしている方が

現在就労している

子育て（教育を含む）をしている方が

就労予定がある／求職中である

子育て（教育を含む）をしている方が

家族・親族などを介護している

子育て（教育を含む）をしている方が

病気や障害がある

子育て（教育を含む）をしている方が

学生である

その他

無回答

就学前児童

n=48

0.0 0.0 0.0 0.0 

31.3 

68.8 

0.0 0.0 
0.0 0.0 0.0 0.0 

31.3 

52.1 

6.3 10.4 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童
（利用日数）

n=48

就学前児童
（希望日数）

n=48

0.0 0.0 0.0 2.1 0.0 
10.4 

0.0 

20.8 18.8 
33.3 

10.4 
0.0 

4.2 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

4.2 4.2 10.4 

20.8 

35.4 

10.4 
4.2 

10.4 

0%

25%

50%

75%

100%

１

時

間

２

時

間

３

時

間

４

時

間

５

時

間

６

時

間

７

時

間

８

時

間

９

時

間

10

時

間

11

時

間

12

時

間

以

上

無

回

答

就学前児童
（利用時間）

n=48

就学前児童
（希望時間）

n=48

④ 認定こども園利用者の状況 

○認定こども園を利用していると回答した48人の年齢の内訳は、以下のとおりです。 

○認定こども園を利用している理由は、「子育て（教育を含む）をしている方が現在就

労している」（87.5％）が８割を超え最も高く、次いで「子どもの教育や発達のため」

（64.6％）となっています。 

○利用日数と希望日数ともに「６日」（68.8％・52.1％）が最も高くなっています。 

○利用時間・希望時間ともに「10時間」（33.3％・35.4％）が最も高くなっています。 

問15-1.4 認定こども園の年齢別利用者数 問15-4 利用している理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問15-2(1)(2) 認定こども園の利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

問15-2(1)(2) 認定こども園の利用時間と希望時間（１日当たり） 
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0.0 

0.0 

29.2 

52.1 

18.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=48

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.1 

0.0 

6.3 

27.1 

41.7 

8.3 

0.0 

0.0 

14.6 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=48

0.0 

0.0 

25.0 

50.0 

10.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

14.6 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=48

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.1 

2.1 

6.3 

6.3 

39.6 

41.7 

2.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=48

○利用開始時間・希望開始時間ともに「８時台」の割合が最も高くなっています。 

○利用終了時間・希望開始時間ともに「18時台」の割合が最も高くなっています。 

 問15-2(1) 利用開始時間 問15-2(2) 希望開始時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問15-2(1) 利用終了時間 問15-2(2) 希望終了時間 
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65.1 

80.8 

4.5 

1.3 

0.8 

0.0 

0.5 

1.8 

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの教育や発達のため

子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している

子育て（教育を含む）をしている方が

就労予定がある／求職中である

子育て（教育を含む）をしている方が

家族・親族などを介護している

子育て（教育を含む）をしている方が病気や障害がある

子育て（教育を含む）をしている方が学生である

その他

無回答

就学前児童

n=381

（２）定期的な教育・保育事業の利用理由と未利用の理由 

○平日に教育・保育事業を利用している理由は、「子育て（教育を含む）をしている方

が現在就労している」（80.8％）と回答した割合が最も高く、次いで「子どもの教育

や発達のため」（65.1％）となっています。 

問15-4 平日に教育・保育事業を利用している理由 
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25.3 

8.9 

0.0 

6.3 

7.6 

1.3 

1.3 

62.0 

20.3 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

利用する必要がない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、保育・教育の事業に

空きがない

利用したいが、経済的な理由で

事業を利用できない

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の

条件が合わない

利用したいが、事業の質や場所など、

納得できる事業がない

子どもがまだ小さいため（□歳くらいに

なったら利用しようと考えている）

その他

無回答

就学前児童

n=79

０～３歳

93.9%

４～５歳

0.0%

６～８歳

0.0%

９～11歳

0.0%

12歳以上

0.0%
無回答

6.1%

就学前児童

n=49

はい

56.4%

いいえ

38.5%

無回答

5.1%

就学前児童

n=78

○利用していない理由は、「子どもがまだ小さいため（□歳くらいになったら利用しよ

うと考えている）」（62.0％）、「利用する必要がない」（25.3％）の割合が高くなっ

ています。 

○「子どもがまだ小さいため（□歳くらいになったら利用しようと考えている）」と回

答した方が、教育・保育事業の利用を希望する子供の年齢は、「０～３歳」（93.9％）

の割合が最も高くなっています。 

○平日の教育・保育事業の中で、特に幼稚園の利用を強く希望している方は56.4％と

なっています。 

 問15-5 教育・保育事業を利用していない理由 

問15-5.8 利用を希望する子どもの年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問16-2 幼稚園の利用意向（強く希望）の有無 
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0.0 

0.6 

27.2 

45.4 

22.3 

0.3 

0.0 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.0 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=346

23.5 53.8 21.0 1.7 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=463

利用する

必要はない

ほぼ毎週

利用したい

月に１～２回は利用したい 無回答

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.2 

0.9 

0.3 

6.1 

17.3 

35.5 

29.2 

4.3 

0.6 

0.3 

4.3 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=346

２ 休日の定期的な教育・保育事業の利用希望 

（１）土曜日と日曜・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望 

○土曜日の教育・保育事業の利用意向をみると、「ほぼ毎週利用したい」が53.8％、「月

に１～２回は利用したい」が21.0％となっています。 

○開始時間は「８時台」（45.4％）、終了時間は「17時台」（35.5％）の割合が最も高

くなっています。 

問20(1) 土曜日の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 問20(1) 希望開始時間 問20(1) 希望終了時間 
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67.0 

2.6 

28.9 1.5 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=463

利用する

必要はない

ほぼ毎週

利用したい

月に１～２回は利用したい 無回答

0.0 

0.7 

25.3 

46.6 

22.6 

2.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.7 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=146

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.4 

0.7 

0.0 

7.5 

16.4 

31.5 

30.8 

4.8 

1.4 

0.0 

3.4 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=146

○日曜・祝日の教育・保育事業の利用希望をみると、「利用する必要はない」が６割以

上を占めるものの、「月に１～２回は利用したい」と約３割の方が希望しています。

また、「ほぼ毎週利用したい」方は2.6％となっています。 

○開始時間は「８時台」（46.6％）、終了時間は「17時台」（31.5％）の割合が最も高

くなっています。 

問20(2) 日曜・祝日の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 問20(2) 希望開始時間 問20(2) 希望終了時間 
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65.8 

45.0 

6.4 

29.2 

10.4 

1.5 

0% 25% 50% 75% 100%

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため

親等、親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

無回答

就学前児童

n=202

○土曜日、日曜・祝日において「月に１～２回は利用したい」理由をみると、｢月に数

回仕事が入るため｣（65.8%）が最も高く、次いで｢平日に済ませられない用事をま

とめて済ませるため｣（45.0%）となっています。 

問20-1 毎週ではなく「月に１～２回は利用したい」理由 
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48 

24.7 28.8 42.5 4.1 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=73

利用する必要はない 休みの期間中、

ほぼ毎日利用したい

休みの期間中、

週に数日利用したい

無回答

0.0 

0.0 

15.4 

38.5 

32.7 

9.6 

0.0 

1.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.9 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=52

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.9 

0.0 

5.8 

34.6 

15.4 

32.7 

7.7 

0.0 

0.0 

0.0 

1.9 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=52

（２）長期休暇中の教育・保育事業の利用希望 

○幼稚園利用者の長期休暇中の教育・保育事業の利用希望をみると、「休みの期間中、

週に数日利用したい」が42.5％、「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」が28.8％

となっています。 

○希望開始時間は「８時台」（38.5％）、「９時台」（32.7%）、終了時間は「15時台」

（34.6％）、「17時台」（32.7%）の割合が高くなっています。 

問21 長期休暇中の利用希望（幼稚園利用者） 

 

 

 

 

 

 

 問21 希望開始時間 問21 希望終了時間 
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48.4 

41.9 

6.5 

38.7 

16.1 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

週に数回仕事が入るため

買い物等の用事をまとめて済ませるため

親等、親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

無回答

就学前児童

n=31

○長期休暇中において「休みの期間中、週に数日利用したい」理由について「週に数回

仕事が入るため」（48.4%）、「買い物等の用事をまとめて済ませるため」（41.9%）

の割合が高くなっています。 

問21-1 「休みの期間中、週に数日利用したい」理由 
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5.0 

92.0 

3.0 

0% 25% 50% 75% 100%

地域子育て支援拠点事業

（地域子育て支援センター）

利用していない

無回答

就学前児童

n=463

8.7 

26.1 

8.7 

30.4 

8.7 4.3 0.0 

13.0 

0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

１回 ２回 ３回 ４回 ５～８回 ９～12回 13～16回 17回以上 無回答

就学前児童
n=23

３ 地域の子育て支援事業の現状と今後の利用希望 

（１）地域の子育て支援拠点事業の利用状況 

○地域の子育て支援拠点事業の利用状況をみると、「地域子育て支援拠点事業（地域子

育て支援センター）」が5.0％、「利用していない」が92.0％となっています。 

○「地域子育て支援拠点事業」利用者の１ヶ月当たりの利用回数は、以下のとおりです。 

問17 地域子育て支援拠点事業の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

問17.1 地域子育て支援拠点事の利用回数（１ヶ月当たり） 
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14.7 

2.8 

70.6 

11.9 

0% 25% 50% 75% 100%

利用していないが利用したい

すでに利用しているが利用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない

無回答

就学前児童

n=463

22.1 25.0 

7.4 
13.2 

7.4 4.4 0.0 0.0 

20.6 

0%

25%

50%

75%

100%

１回 ２回 ３回 ４回 ５～８回 ９～12回 13～16回 17回以上 無回答

就学前児童
n=68

0.0 

23.1 

0.0 

46.2 

7.7 
15.4 

0.0 0.0 
7.7 

0%

25%

50%

75%

100%

１回 ２回 ３回 ４回 ５～８回 ９～12回 13～16回 17回以上 無回答

就学前児童
n=13

（２）今後の利用意向 

○地域子育て支援拠点事業の今後の利用意向をみると、「利用していないが利用したい」

は14.7％、「すでに利用しているが利用日数を増やしたい」は2.8％となっています。

一方、約７割が「新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない」と回答し

ています。 

○未利用者の今後の利用希望回数は、｢２回｣（25.0%）、「１回」（22.1%）で約半数を

占めています。 

問18 地域子育て支援拠点事業の今後の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

問18.1 未利用者の今後の利用希望回数（１ヶ月当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問18.2 既利用者の今後増やしたい利用回数（１ヶ月当たり） 
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41.7 

48.2 

14.3 

24.6 

51.6 

50.1 

63.3 

0% 25% 50% 75% 100%

母親（父親）学級、両親学級、

育児学級

健康センターの

情報・相談事業

家庭教育に関する学級・講座

教育相談事業

保育所や幼稚園の園庭等の開放

子育ての総合相談窓口

町発行広報紙に掲載している

「子育て通信」

就学前児童

n=463

31.5 

35.2 

36.7 

39.7 

51.6 

43.8 

43.2 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=463
21.2 

11.2 

2.2 

3.0 

22.2 

5.4 

19.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=463

（３）子育て支援事業の周知度・利用状況と今後の利用意向について 

○子育て支援事業の周知度をみると、「町発行広報紙に掲載している『子育て通信』」

（63.3%）、「保育所や幼稚園の園庭等の開放」（51.6％）、「子育ての総合相談窓口」

（50.1％）、は半数以上の方が知っているものの、「家庭教育に関する学級・講座」

（14.3％）、「教育相談事業」（24.6％）では２.5割を下回っています。 

○周知度が高くて利用が少ない事業は、「子育て総合相談窓口」（5.4％）となっていま

す。 

○今後の利用希望をみると、「保育所や幼稚園の園庭等の開放」（51.6％）、「子育て総

合相談窓口」（43.8％）、「町発行広報紙に掲載している『子育て通信』」（43.2％）、

で4割以上となっています。 

 問19 Ａ.知っている Ｂ.これまでに利用したことがある Ｃ.今後利用したい 
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あった

71.9%

なかった

22.3%

無回答

5.8%

就学前児童

n=381

24.5 

85.4 

40.9 

9.5 

4.4 

0.0 

0.0 

0.0 

2.2 

1.1 

0% 25% 50% 75% 100%

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

父親・母親のうち、就労していない方が子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

就学前児童

n=274

４ 病児・病後児保育事業の潜在ニーズ 

（１）病気やケガで保育所や幼稚園が利用できない時の対処について 

○病気やケガで保育所や幼稚園が利用できなかったことが「あった」方は71.9％とな

っています。 

○その際の対処方法をみると、「母親が休んだ」が85.4％と最も高く、次いで「（同居

者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」（40.9％）、「父親が休んだ」（24.5％）

となっています。 

問22 病気やケガで教育・保育事業を利用できなかったことの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問22-1 この１年間の対処方法 
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54 

11.9 

23.9 
14.9 

1.5 

14.9 

0.0 0.0 0.0 0.0 

25.4 

1.5 0.0 1.5 
4.5 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=67

8.9 

18.8 
11.6 

2.7 

17.0 

0.0 
10.7 

0.0 0.0 

15.2 

1.8 3.6 4.5 5.4 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=112

25.0 

8.3 16.7 
0.0 

25.0 

0.0 
8.3 8.3 

0.0 0.0 
8.3 

0.0 0.0 0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=12

6.4 7.7 9.0 2.1 

15.4 

2.6 6.8 0.4 0.0 

17.1 
7.7 7.3 10.7 6.8 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=234

11.5 
3.8 

19.2 

0.0 3.8 0.0 0.0 3.8 0.0 

19.2 7.7 
11.5 7.7 

11.5 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=26

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=0

○この１年間の対処方法別の日数をみると、『父親が休んだ日数』は「10日」（25.4%）

『母親が休んだ日数』は「10日」（17.1%）、『（同居者を含む）親族・知人に子ども

をみてもらった日数』は「２日」（18.8%）、の割合が最も高くなっています。 

 問22-1.1 父親が休んだ 問22-1.2 母親が休んだ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問22-1.3 （同居者を含む）親族・知人に 問22-1.4 父親・母親のうち、就労していない 
 子どもをみてもらった 方が子どもをみた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問22-1.5 病児・病後児の保育を利用した 問22-1.6 ベビーシッターを利用した 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

対象者はいませんでした 
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0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=0

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=0

0.0 

16.7 

33.3 

0.0 

16.7 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

33.3 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=6

問22-1.7 ファミリー・サポート・センター 問22-1.8 仕方なく子どもだけで 
 を利用した 留守番をさせた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問22-1.9 その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

対象者はいませんでした 対象者はいませんでした 
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43.5 52.7 3.8 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=239

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい 利用したいとは思わない 無回答

2.9 6.7 
12.5 

1.0 

18.3 

4.8 7.7 
0.0 0.0 

22.1 

3.8 1.9 
6.7 

11.5 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=104

○父親・母親が休んで対処した方の病児・病後児保育施設の利用意向をみると、「でき

れば病児・病後児保育施設等を利用したい」が43.5％となっています。 

○その際の年間利用希望日数は、「10日」（22.1%）、「５日」（18.3％）、「３日」（12.5％）

となっています。 

問22-2 父親・母親が休んで対処した方の病児・病後児保育施設の利用意向 

 

 

 

 

 

 

問22-2.1 病児・病後児保育施設の利用希望日数 
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45.2 

6.3 

10.3 

21.4 

14.3 

75.4 

8.7 

4.8 

0% 25% 50% 75% 100%

病児・病後児を他人に看てもらうのは不安

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用可能時間

・日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

親が仕事を休んで対応する

その他

無回答

就学前児童

n=126

61.5 

75.0 

13.5 

1.9 

1.0 

0% 25% 50% 75% 100%

他の施設に併設した施設で子どもを保育する事業

小児科に併設した施設で子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業

その他

無回答

就学前児童

n=104

○子どもを預ける場合の望ましい事業形態は、「小児科に併設した施設で子どもを保育

する事業」（75.0％）が最も高くなっています。 

○病児・病後児保育施設等の利用を希望しない理由として、「親が仕事を休んで対応す

る」（75.4％）、「病児・病後児を他人に看てもらうのは不安」（45.2％）で割合が高

くなっています。 

問22-3 子どもを預ける場合の望ましい事業形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

問22-4 病児・病後児保育施設を利用したいと思わない理由 
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52.4 27.6 20.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=145

できれば仕事を休んで看たい 休んで看ることは非常に難しい 無回答

7.9 11.8 7.9 
2.6 

19.7 

2.6 3.9 1.3 0.0 

17.1 

2.6 2.6 
9.2 10.5 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=76

27.5 

17.5 

12.5 

47.5 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの看護を理由に休みがとれない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない

その他

無回答

就学前児童

n＝40

○父母が休む以外の対処方法を選んだ方のうち、「できれば仕事を休んで看たい」が

52.4％となっています。 

○「できれば仕事を休んで看たい」年間希望日数は、「５日」（19.7％）が最も高くな

っています。 

○「休んで看ることは非常に難しい」理由としては、「子どもの看護を理由に休みがと

れない」（27.5％）が最も高くなっています。 

問22-5 父母が休む以外の対処方法を選んだ方の「父母が仕事を休んで看たい」意向 

 

 

 

 

 

 

問22-5.1 「父母が仕事を休んで看たい」希望日数 

 

 

 

 

 

 

 

問22-6 「休んで看ることは非常に難しい」理由 
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1.7 

7.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.4 

85.1 

5.4 

0% 25% 50% 75% 100%

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

夜間養護等事業：トワイライトステイ

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

就学前児童

n=463

82.7 

7.9 

2.5 

2.3 

9.9 

8.1 

7.9 

11.7 

3.6 

1.0 

0% 25% 50% 75% 100%

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や

利用可能時間・日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

事業の利用方法（手続き等）がわからない

その他

無回答

就学前児童

n=394

５ 不定期の一時保育の利用について 

（１）不定期に利用している教育・保育事業の状況 

○不定期に利用している教育・保育事業の状況をみると、「幼稚園の預かり保育」（7.3％）、

「一時預かり」（1.7％）でごくわずかに利用がある程度で、８割以上が「利用してい

ない」状況です。 

○「利用していない」理由としては、「特に利用する必要がない」が約８割を占めてい

ます。それ以外の理由としては、「事業の利用方法（手続き等）がわからない」（11.7％）、

「利用料がかかる・高い」（9.9％）等となっています。 

問23 不定期に利用している教育・保育事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問23-1 現在利用していない理由 
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12.5 

0.0 

37.5 

0.0 

37.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

12.5 

0.0 0.0 0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=8

0.0 0.0 2.9 0.0 

14.7 

0.0 
2.9 

2.9 0.0 

26.5 

8.8 
0.0 

23.5 
17.6 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=34

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

0.0 0.0 

50.0 

0.0 

50.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=2

○事業別の年間利用日数は、以下のとおりです。 

 問23.1 一時預かり 問23.2 幼稚園の預かり保育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問23.3 ファミリー・サポート・センター 問23.4 夜間養護等事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問23.5 ベビーシッター 問23.6 その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

対象者はいませんでした 

対象者はいませんでした 

対象者はいませんでした 
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利用したい

30.9%
利用する

必要はない

57.5%

無回答

11.7%

就学前児童

n=463

72.7 

69.2 

41.3 

4.2 

4.2 

0% 25% 50% 75% 100%

私用（買物、子ども（兄弟姉妹を

含む）や親の習い事等）、

リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、

子ども（兄弟姉妹を含む）や

親の通院等

不定期の就労

その他

無回答
就学前児童

n=143

2.1 0.0 2.1 4.2 3.5 1.4 1.4 2.8 0.0 

11.2 8.4 
13.3 

25.9 23.8 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11～

15日

16～

20日

21日

以上

無回答

就学前児童

n=143

○一時保育事業の利用希望をみると、「利用する必要はない」が57.5％、「利用したい」

が30.9％となっています。 

○「利用したい」目的は、「私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、

リフレッシュ目的」（72.7％）が最も高く、次いで「冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄

弟姉妹を含む）や親の通院等」（69.2％）、「不定期の就労」（41.3％）となっていま

す。 

○年間の利用希望日数の合計は、「21日以上」が25.9％と最も高くなっています。 

問24 一時保育事業の利用希望とその目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問24.1 一時保育事業の利用希望年間合計日数 
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7.7 8.7 9.6 3.8 5.8 1.0 1.0 1.0 0.0 

27.9 

17.3 
2.9 

10.6 
2.9 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=104

7.1 10.1 7.1 
1.0 

21.2 

2.0 
7.1 

0.0 0.0 

26.3 

6.1 2.0 5.1 5.1 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=99

6.8 
11.9 

3.4 3.4 
8.5 

1.7 5.1 0.0 0.0 

30.5 

3.4 3.4 

20.3 

1.7 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=59

33.3 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

16.7 

0.0 

33.3 

16.7 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=6

73.4 

49.7 

18.9 

0.7 

4.9 

0% 25% 50% 75% 100%

大規模施設で子どもを預かる事業

小規模施設で子どもを預かる事業

地域住民等が子育て家庭等近くの場所で保育する事業

その他

無回答

就学前児童

n=143

○目的ごとの年間利用希望日数は、『私用、リフレッシュ目的』では「10日」（27.9％）、

『冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等』では「10日」（26.3％）、『不定期の

就労』では「10日」（30.5％）の割合が高くなっています。 

○一時保育として子どもを預ける場合の望ましい事業形態は、幼稚園・保育所等のよう

な「大規模施設で子どもを預かる事業」が73.4%と最も高くなっています。 

 問24.1① 私用、リフレッシュ目的 問24.1② 冠婚葬祭、学校行事、 
   子どもや親の通院等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問24.1③ 不定期の就労 問24.1④ その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問24-1 子どもを預ける場合の望ましい事業形態 
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あった

14.7%

なかった

80.6%

無回答

4.8%

就学前児童

n=463

非常に困難

5.3%

どちらかと

いうと困難

42.1%

特に困難

ではない

47.4%

無回答

5.3%

就学前児童

n=57

83.8 

0.0 

0.0 

14.7 

0.0 

4.4 

2.9 

0% 25% 50% 75% 100%

（同居者を含む）親族・知人に

みてもらった

短期入所生活援助事業※

（ショートステイ）を利用した

認可外保育施設、

ベビーシッター等を利用した

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで

留守番をさせた

その他

無回答

就学前児童

n=68

（２）宿泊を伴う一時保育の利用状況 

○この１年間に保護者の用事等で子どもを泊りがけでみてもらったことが「あった」方

は14.7％となっています。そのうち8割の方は「（同居者を含む）親族・知人にみて

もらった」と回答していますが、「仕方なく子どもを同行させた」方も14.7％となっ

ています。 

○（同居者を含む）親族・知人にみてもらう場合、およそ５割の方（「非常に困難」＋

「どちらかというと困難」）が困難であると感じている状況です。 

問25 この１年間に保護者の用事等で子どもを 問25.1 １年間の対処方法 
 泊りがけで家族以外に預けたことの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※短期入所生活援助事業：児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業 

 

問25-1 親族・知人にみてもらう場合の困難度 
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0%

25%

50%

75%

100%

１

泊

２

泊

３

泊

４

泊

５

泊

６

泊

７

泊

８

泊

９

泊

10

泊

11

｜

15

泊

16

｜

20

泊

21

泊

以

上

無

回

答

42.1 

7.0 3.5 
8.8 5.3 

0.0 
8.8 

0.0 1.8 
5.3 1.8 1.8 

12.3 
1.8 

0%

25%

50%

75%

100%

１

泊

２

泊

３

泊

４

泊

５

泊

６

泊

７

泊

８

泊

９

泊

10

泊

11

｜

15

泊

16

｜

20

泊

21

泊

以

上

無

回

答

就学前児童

n=57

0%

25%

50%

75%

100%

１

泊

２

泊

３

泊

４

泊

５

泊

６

泊

７

泊

８

泊

９

泊

10

泊

11

｜

15

泊

16

｜

20

泊

21

泊

以

上

無

回

答

0%

25%

50%

75%

100%

１

泊

２

泊

３

泊

４

泊

５

泊

６

泊

７

泊

８

泊

９

泊

10

泊

11

｜

15

泊

16

｜

20

泊

21

泊

以

上

無

回

答

50.0 

40.0 

0.0 0.0 
10.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
0%

25%

50%

75%

100%

１

泊

２

泊

３

泊

４

泊

５

泊

６

泊

７

泊

８

泊

９

泊

10

泊

11

｜

15

泊

16

｜

20

泊

21

泊

以

上

無

回

答

就学前児童

n=10

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

100.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１

泊

２

泊

３

泊

４

泊

５

泊

６

泊

７

泊

８

泊

９

泊

10

泊

11

｜

15

泊

16

｜

20

泊

21

泊

以

上

無

回

答

就学前児童

n=3

○対処方法別の年間宿泊数は、以下のとおりとなり、『（同居者を含む）親族・知人にみ

てもらった』では「１泊」（42.1％）の割合が高くなっています。 

 問25.1① （同居者を含む）親族・知人に 問25.1② 短期入所生活援助事業 
 みてもらった （ショートステイ）を利用した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問25.1③ 短期入所生活援助事業以外の 問25.1④ 仕方なく子どもを同行させた 
 保育事業を利用した  

 

 

 

 

 

 

 

 

問25.1⑤ 仕方なく子どもだけで留守番をさせた 問25.1⑥ その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

対象者はいませんでした 

対象者はいませんでした 

対象者はいませんでした 
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34.6 

11.5 

19.2 

59.0 

2.6 

2.6 

14.1 

46.4 

11.2 

38.0 

56.3 

0.0 

5.4 

1.4 

0% 25% 50% 75% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

塾や習い事（ピアノ教室、

クラブ活動、学習塾など）

放課後児童クラブ

（学童保育）

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

無回答

就学前児童

n= 78

小学生

n=295

46.2 

9.0 

51.3 

41.0 

0.0 

3.8 

14.1 

64.2 

9.7 

50.7 

22.1 

0.3 

3.6 

6.1 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n= 78

小学生

n=639

６ 放課後の過ごし方について 

（１）平日の放課後の過ごし方について 

○放課後の過ごし方の希望をみると、就学前児童では低学年のうちは「放課後児童クラ

ブ（学童保育）」（59.0％）が最も高く、次いで「自宅」（34.6%）、「塾や習い事（ピ

アノ教室、クラブ活動、学習塾など）」（19.2%）、「祖父母宅や友人・知人宅」（11.5%）

となっています。高学年になると、低学年時期に比べ32.1
ポイ

ント上昇した「塾や習い事

（ピアノ教室、クラブ活動、学習塾など）」（51.3%）が最も高く、次いで11.6
ポイ

ント上

昇した「自宅」（46.2%）となり、「放課後児童クラブ（学童保育）」は18.0
ポイ

ント低下し、

41.0%の順となっています。 

○小学生では低学年のうちは「放課後児童クラブ（学童保育）」（56.3%）が最も高く、

次いで「自宅」（46.4%）、「塾や習い事（ピアノ教室、クラブ活動、学習塾など）」（38.0%）

となっています。高学年になると、低学年時期に比べ17.8
ポイ

ント上昇した「自宅」（64.2%）

が最も高く、次いで12.7
ポイ

ント上昇した「塾や習い事（ピアノ教室、クラブ活動、学習

塾など）」（50.7％）となり、「放課後児童クラブ（学童保育）」は34.2
ポイ

ント低下し22.1%

の順となっています。 

問26[問14]・問27[問15] 放課後の過ごし方の希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「小学校低学年」は１～３年生、「小学校高学年」は4～6年生です。 

 

 

  

小学校低学年の時期 小学校高学年の時期 
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7.4 

33.3 

7.4 7.4 

33.3 

0.0 

7.4 

3.7 

10.2 14.6 17.5 12.4 

32.8 

1.5 6.6 4.4 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=27

小学生

n=137

5.6 

27.8 

16.7 

5.6 

38.9 

2.8 2.8 0.0 

14.1 17.1 

12.2 5.9 

33.9 

4.4 7.6 4.9 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=36

小学生

n=410

22.2 
22.2 

11.1 
0.0 

33.3 

0.0 

11.1 

0.0 

36.4 

15.2 12.1 

0.0 

27.3 

3.0 3.0 3.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=9

小学生

n=33

0.0 

42.9 

14.3 

0.0 

28.6 

0.0 

14.3 

0.0 

45.2 

17.7 

4.8 0.0 

22.6 

3.2 
0.0 

6.5 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=7

小学生

n=62

33.3 40.0 

20.0 

0.0 
6.7 0.0 0.0 0.0 

28.6 30.4 

9.8 

17.9 
11.6 

1.8 0.0 0.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=15

小学生

n=112

7.5 

30.0 
25.0 

7.5 

27.5 

2.5 0.0 0.0 

14.2 
14.5 

18.5 

29.3 

18.8 
2.8 0.6 1.2 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=40

小学生

n=324

○就学前児童の保護者が放課後を過ごさせたい場所の週当たりの希望日数は、以下のと

おりです。 

○小学生の保護者が放課後を過ごさせたい場所別に週当たりの希望日数をみると、『自

宅』は「５日」（低学年時期32.8%・高学年時期33.9％）、『放課後児童クラブ』も「５

日」（低学年時期50.0%・高学年時期42.6％）の割合が最も高くなっています。『塾

や習い事』は低学年時期が「２日」（30.4%）、高学年時期が「４日」（29.3％）、『祖

父母宅や友人・知人宅』は「１日」（低学年時期36.4%・高学年時期45.2%）、で最

も高くなっています。 

問26.1[問14.1]・問27.1[問15.1] 自宅 

 

 

 

 

 

 

 

問26.2[問14.2]・問27.2[問14.2] 祖父母宅や友人・知人宅 

 

 

 

 

 

 

 

問26.3[問14.3]・問27.3[問14.3] 塾や習い事 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学校低学年の時期 小学校高学年の時期 

小学校低学年の時期 小学校高学年の時期 

小学校低学年の時期 小学校高学年の時期 
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2.2 4.3 
8.7 

2.2 

60.9 

21.7 

0.0 0.0 

8.4 7.2 
4.2 

9.0 

50.0 

19.3 
0.6 1.2 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=46

小学生

n=166

3.1 
6.3 

25.0 
9.4 

40.6 

6.3 3.1 6.3 
9.2 

9.9 
7.1 7.1 

42.6 

14.2 

2.1 
7.8 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=32

小学生

n=141

0.0 0.0 

50.0 

0.0 

50.0 

0.0 0.0 0.0 
0.0 0.0 

0.0 
0.0 

0.0 
0.0 0.0 0.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=2

小学生

n=0

0.0 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

100.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=0

小学生

n=2

50.0 

0.0 

50.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

37.5 

25.0 
12.5 

18.8 

6.3 0.0 0.0 0.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=2

小学生

n=16

33.3 

0.0 

33.3 

0.0 

33.3 

0.0 0.0 0.0 

34.8 

26.1 

4.3 
17.4 17.4 

0.0 0.0 0.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

n=3

小学生

n=23

問26.4[問10.4]・問27.4[問11.4] 放課後児童クラブ 

 

 

 

 

 

 

 

問26.5[問10.5]・問27.5[問11.5] ファミリー・サポート・センター 

 

 

 

 

 

 

 

問26.6[問10.6]・問27.6[問11.6] その他 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学校低学年の時期 小学校高学年の時期 

小学校低学年の時期 小学校高学年の時期 

小学校低学年の時期 小学校高学年の時期 
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0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

6.5 

26.1 

50.0 

15.2 

0.0 

0.0 

2.2 

0.0 

0.0 

0.0 

1.2 

7.8 

42.2 

45.2 

0.6 

0.0 

0.0 

3.0 

0% 25% 50% 75% 100%

12時台以前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n= 46

小学生

n=166

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

6.3 

25.0 

50.0 

18.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.1 

29.8 

56.7 

7.1 

0.0 

0.0 

4.3 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n= 32

小学生

n=141

○放課後児童クラブの下校時からの利用希望時間帯をみると、就学前児童では「18時

台」（低学年時期50.0%・高学年時期50.0％）、小学生も「18時台」（低学年時期

45.2%・高学年時期56.7％）の割合が最も高くなっています。 

問26.4[問14.4]・問27.4[問15.4] 「放課後児童クラブ」下校時からの利用希望時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学校低学年の時期 小学校高学年の時期 
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0.0 

0.0 

38.2 

41.2 

11.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.9 

2.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.9 

0.7 

0.7 

46.5 

41.5 

6.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.4 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n= 34

小学生

n=142

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.9 

0.0 

0.0 

5.9 

8.8 

26.5 

35.3 

17.6 

0.0 

0.0 

2.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

2.8 

0.0 

2.1 

12.0 

28.2 

43.0 

10.6 

0.7 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n= 34

小学生

n=142

46.8 

33.0 

25.5 

31.2 

23.4 

20.4 

4.3 

15.4 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n= 47

小学生

n=221

低学年の間は

利用したい

高学年になっても

利用したい

利用する

必要はない

無回答

（２）土曜日、日曜・祝日、長期休暇期間中の放課後児童クラブの利用希望 

○放課後児童クラブの土曜日の利用希望をみると、「低学年の間は利用したい」が小学

生で33.0％、「高学年になっても利用したい」が小学生で31.2％となっています。 

○小学生の希望開始時間は「７時台」（46.5％）、希望終了時間は「18時台」（43.0％）

で最も高くなっています。 

問28(1)[問16(1)] 土曜日の放課後児童クラブの利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

希望開始時間 希望終了時間 
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0.0 

0.0 

46.2 

46.2 

7.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.0 

48.0 

40.0 

10.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=13

小学生

n=50

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

7.7 

7.7 

23.1 

30.8 

30.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.0 

0.0 

0.0 

2.0 

6.0 

26.0 

46.0 

16.0 

2.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n=13

小学生

n=50

17.0 

10.4 

10.6 

12.2 

68.1 

63.3 

4.3 

14.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n= 47

小学生

n=221

低学年の間は

利用したい

高学年になっても

利用したい

利用する

必要はない

無回答

○放課後児童クラブの日曜・祝日の利用希望をみると、「低学年の間は利用したい」が

小学生で10.4％となっています。また、「高学年になっても利用したい」が小学生で

12.2％となっています。 

○小学生の希望開始時間は「７時台」（48.0％）、希望終了時間は「18時台」（46.0％）

の割合が最も高くなっています。 

問28(2)[問16(2)] 放課後児童クラブの日曜・祝日の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

希望開始時間 希望終了時間 
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71 

0.0 

0.0 

34.0 

48.9 

14.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.1 

0.0 

0.4 

45.3 

44.0 

7.6 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.4 

0.0 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

0% 25% 50% 75% 100%

6時以前

6時台

7時台

8時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n= 47

小学生

n=225

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

8.5 

8.5 

25.5 

40.4 

14.9 

0.0 

0.0 

2.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.4 

0.0 

0.4 

3.1 

8.0 

31.1 

45.8 

9.3 

0.4 

0.0 

1.3 

0% 25% 50% 75% 100%

6時以前

6時台

7時台

8時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

就学前児童

n= 47

小学生

n=225

34.6 

14.7 

25.6 

20.5 

19.2 

47.7 

20.5 

17.1 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n= 78

小学生

n=639

低学年の間は

利用したい

高学年になっても

利用したい

利用する

必要はない

無回答

○長期休暇期間中の利用希望をみると、「低学年の間は利用したい」が小学生で14.7％、

「高学年になっても利用したい」が小学生で20.5％となっています。 

○小学生の希望開始時間は「７時台」（45.3％）、希望終了時間は「18時台」（45.8％）

の割合が最も高くなっています。 

問29[問17] 長期休暇期間中の放課後児童クラブの利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望開始時間 希望終了時間 
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75 

41.3 

1.1

42.5 

1.1

14.9 

85.7

1.3 

12.1

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(母親)n=463

就学前児童

(父親)n=463

働いていなかった 取得した

（取得中である）

取得して

いない

無回答

第４章 育児休業制度の利用状況等 

１ 育児と仕事の両立支援制度について 

（１）育児休業制度の利用状況 

○育児休業制度の利用状況をみると、「取得した（取得中である）」母親は42.5％、父

親は1.1％となり、父親が取得することの難しさがうかがえます。 

問30 育児休業制度の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考資料】 

 母 親 父 親 

取得した（取得中である）と回答した人数 197人 5人 

就労者（「働いていなかった」の回答者を除く）に
おける育児休業取得割合 

72.4％ 1.1％ 

  



南部町 

76 

20.9 

38.3 

0.0 

1.8 

1.5 

29.0 

2.5 

24.9 

21.7 

0.5 

9.1 

0.3 

1.0 

0.0 

4.8 

16.1 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=397

14.5 

10.1 

5.8 

10.1 

0.0 

14.5 

5.8 

0.0 

5.8 

29.0 

29.0 

7.2 

1.4 

0.0 

15.9 

10.1 

0% 25% 50% 75% 100%

職場に育児休業を

取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（認定こども園を含む）等に

預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族に

みてもらえるなど、制度を利用する

必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の

取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを

知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、

産後８週間）を取得できることを

知らず、退職した

その他

無回答

就学前児童

n=69

○育児休業を取得していない理由について、母親は「子育てや家事に専念するため退職

した」「職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）」（各29.0％）

が最も高く、次いで「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」「収入減となり、

経済的に苦しくなる」（各14.5％）をあげた割合が高く、一方父親は「仕事が忙しか

った」（38.3％）が最も高く、次いで「収入減となり、経済的に苦しくなる」（29.0％）、

「配偶者が育児休業制度を利用した」（24.9％）となり、母親との理由の違いが見ら

れます。 

問30.3 育児休業を取得していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

母親 父親 
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77 

75.6 

80.0 

15.7 

0.0 

8.1 

0.0 

0.5 

20.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(母親)n=197

就学前児童

(父親)n=  5

育児休業取得後、

職場に復帰した

現在も育児休業中である 育児休業中に離職した 無回答

28.9 

0.0 

67.8 

100.0 

3.4 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(母親)n=149

就学前児童

(父親)n=  4

年度初めの入所に合わせたタイミングだった それ以外だった 無回答

32.0 30.0 

1.5 

34.8 1.7 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=463

育児休業給付、

保険料免除の

いずれも知っていた

育児休業給付のみ

知っていた

保険料免除のみ

知っていた

育児休業給付、

保険料免除の

いずれも知らなかった

無回答

（２）支援制度の認知状況 

○育児休業給付の支給と健康保険・厚生年金保険の保険料免除に関する認知状況をみる

と、「育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた」（32.0％）は３割強、一方

「育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった」（34.8％）も３割強となって

います。 

問30-1 育児休業給付の支給と健康保険・厚生年金保険料免除の認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

（３）職場復帰の状況 

○育児休業取得後の職場復帰の状況をみると、母親は「育児休業取得後、職場に復帰し

た」（75.6％）が７割を超える一方、「育児休業中に離職した」（8.1％）が１割弱と

なっています。 

○育児休業取得後に職場へ復帰した時期をみると、母親の３割弱が「年度初めの入所に

合わせたタイミングだった」（28.9％）と回答しています。 

問30-2 育児休業取得後の職場復帰の状況 

 

 

 

 

 

 

 

問30-3 育児休業後に職場へ復帰した時期 

 

 

 

 

  



南部町 

78 

0.0 
7.4 

16.1 
7.4 

47.0 

10.7 
4.0 2.7 0.7 

4.0 0.0 
0.7 

4.0 2.0 

40.3 

4.7 

18.8 

6.7 8.7 
14.1 

0%

25%

50%

75%

100%

0ヶ月 1～

3ヶ月

4～

6ヶ月

7～

9ヶ月

10～

12ヶ月

13～

15ヶ月

16～

18ヶ月

19～

30ヶ月

31ヶ月

以上

無回答

実際の月齢

n=149

希望の月齢

n=149

0.0 

25.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

25.0 

50.0 

0.0 

25.0 

0.0 0.0 

25.0 

0.0 0.0 0.0 
0.0 

50.0 

0%

25%

50%

75%

100%

0ヶ月 1～

3ヶ月

4～

6ヶ月

7～

9ヶ月

10～

12ヶ月

13～

15ヶ月

16～

18ヶ月

19～

30ヶ月

31ヶ月

以上

無回答

実際の月齢

n=4

希望の月齢

n=4

0.0 0.7 2.0 0.0 

24.2 

3.4 

15.4 12.1 

35.6 

6.7 0.0 
0.0 0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

50.0 50.0 

0%

25%

50%

75%

100%

0ヶ月 1～

3ヶ月

4～

6ヶ月

7～

9ヶ月

10～

12ヶ月

13～

15ヶ月

16～

18ヶ月

19～

30ヶ月

31ヶ月

以上

無回答

就学前児童(母親)

n=149

就学前児童(父親)

n=  4

○母親が育児休業から復帰したときの子どもの実際の月齢は「10～12ヶ月」（47.0％）、

希望する月齢も、「10～12ヶ月」（40.3％）の割合が最も高くなっています。また、

希望する月齢期間のうち、「16～18ヶ月」（18.8％）、「19～30ヶ月」（6.7％）、「31

ヶ月以上」（8.7％）の長期休業を希望した母親は合わせて３割を超える状況です。 

○３歳までの育児休業制度があった場合に取得を希望する子どもの月齢をみると、母親

は「31ヶ月以上」（35.6％）が最も高く、次いで「10～12ヶ月」（24.2％）となっ

ています。 

問30-4 育児休業から復帰したときの子どもの実際の月齢と希望する月齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問30-5 ３歳までの育児休業があった場合の子どもの希望する月齢 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童（母親） 

就学前児童（父親） 
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79 

21.5 

6.5 

47.3 

24.7 

21.5 

7.5 

0% 25% 50% 75% 100%

希望する保育所等に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で

早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の

時期に合わせるため

その他

無回答

就学前児童

n=93

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

33.3 

0% 25% 50% 75% 100%

希望する保育所等に入れなかったため

自分や子どもなどの体調が

思わしくなかったため

配偶者や家族の希望があったため

職場の受け入れ態勢が

整っていなかったため

子どもをみてくれる人が

いなかったため

その他

無回答

就学前児童

n=3

0% 25% 50% 75% 100%

0% 25% 50% 75% 100%

○母親が育児休業から「希望の時期」より早く職場復帰した理由をみると、「経済的な

理由で早く復帰する必要があった」（47.3％）が最も高く、次いで「人事異動や業務

の節目の時期に合わせるため」（24.7％）となっています。 

問30-6(1) 育児休業から「希望の時期」より早く職場復帰した理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問30-6(2) 育児休業から「希望の時期」より遅く職場復帰した理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

母親 父親 

対象者はいません 

対象者はいません 

母親 父親 
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80 

70.0 

32.0 

28.0 

0.0 

0.0 

8.0 

0.0 

22.0 

18.0 

2.0 

4.0 

0% 25% 50% 75% 100%

職場に短時間勤務制度を

取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると

給与が減額される

短時間勤務にすると

保育所の入所申請の

優先順位が下がる

配偶者が育児休業制度や

短時間勤務制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族に

みてもらえるなど、子どもを

みてくれる人がいた

子育てや家事に専念するため退職した

職場に短時間勤務制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

短時間勤務制度を

利用できることを知らなかった

その他

無回答
就学前児童

n=50

38.9 

23.5 

33.6 

4.0 

0% 25% 50% 75% 100%

利用する必要がなかった

（フルタイムで働きたかった、

もともと短時間勤務だった）

利用した

利用したかったが、

利用しなかった

（利用できなかった）

無回答

就学前児童

n=149

（４）短時間勤務制度の利用状況 

○職場復帰時における短時間勤務制度の利用状況をみると、約４分の１の母親が「短時

間勤務制度を利用した」（23.5%）と回答しています。 

○職場復帰時に短時間勤務制度を利用しなかった理由をみると、「職場に短時間勤務制

度を取りにくい雰囲気があった」（70.0％）が最も高く、次いで「仕事が忙しかった」

（32.0%）、「短時間勤務にすると給与が減額される」（28.0％）となっています。 

 問30-7(1) 職場復帰時における短時間 問30-8(1) 短時間勤務制度を 
 勤務制度の利用状況 利用しなかった理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

母親 
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0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

職場に短時間勤務制度を

取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると

給与が減額される

短時間勤務にすると

保育所の入所申請の

優先順位が下がる

配偶者が育児休業制度や

短時間勤務制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族に

みてもらえるなど、子どもを

みてくれる人がいた

子育てや家事に専念するため退職した

職場に短時間勤務制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

短時間勤務制度を

利用できることを知らなかった

その他

無回答
就学前児童

n=1

50.0 

0.0 

25.0 

25.0 

0% 25% 50% 75% 100%

利用する必要がなかった

（フルタイムで働きたかった、

もともと短時間勤務だった）

利用した

利用したかったが、

利用しなかった

（利用できなかった）

無回答

就学前児童

n=4

○父親の職場復帰時における短時間勤務制度の利用状況等は以下のとおりです。 

 問30-7(2) 職場復帰時における短時間 問30-8(2) 短時間勤務制度を 
 勤務制度の利用状況 利用しなかった理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

父親 
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82 

77.4 12.9 9.7 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

(母親)n=31

就学前児童

(父親)n= 0

１歳になるまで育児休業を取得したい １歳になる前に復帰したい 無回答

（５）育児休業取得期間の希望 

○１歳になった時に預け先が保障される場合の育児休業取得の希望をみると、母親は「１

歳になるまで育児休業を取得したい」（77.4％）と８割弱が取得を希望しています。 

問30-9 １歳になったときに預け先が保障される場合の育児休業取得の希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

対象者はいません 
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83 

不満

7.6%

やや不満

18.8%

ふつう

44.3%

やや満足

19.2%

満足

8.6%

無回答

1.5%

就学前児童

n=463

不満

5.8%

やや不満

14.9%

ふつう

57.1%

やや満足

10.5%

満足

10.3%

無回答

1.4%

小学生

n=639

29.3

28.9

26.7

0% 25% 50% 75% 100%

南部地区

n=123

名川地区

n=166

福地地区

n=165

21.6

19.6

22.0

0% 25% 50% 75% 100%

南部地区

n=167

名川地区

n=235

福地地区

n=227

２ 子育ての環境や支援への満足度 

○地域の子育て支援の環境や支援に対する満足度の状況をみると、就学前児童では「満

足」と「やや満足」の計が27.8％、「やや不満」と「不満」の計が26.4％で、「満足」

と「やや満足」の計が1.4
ポイ

ント上回っています。 

○一方、小学生は「満足」と「やや満足」の計が20.8％、「やや不満」と「不満」の計が

20.7％で、「満足」と「やや満足」の計が0.1
ポイ

ント上回っています。 

○地区別の満足度は、以下のとおりです。 

問31[問18] 地域における子育ての環境や支援への満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問31[問18] 地区別の満足度（「やや満足」＋「満足」） 

 

 

 

 

 

 

 

  

就学前児童 小学生 
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7.6 

7.0 

91.4 

91.2 

1.1 

1.7 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=463

小学生

n=639

ある ない 無回答

通報した

14.3%

通報

しなかった

85.7%

無回答

0.0%

就学前児童

n=35

通報した

8.9%

通報

しなかった

88.9%

無回答

2.2%

小学生

n=45

○児童虐待の場面を見たり、聞いたりした経験の有無をみると、就学前児童・小学生と

もに「ない」（91.4％・91.2％）が９割を超え、「ある」（7.6％・7.0％）は１割未

満となっています。 

○児童虐待の場面に遭遇した時に町や児童相談所等に通報したかをみると、就学前児

童・小学生ともに「通報しなかった」（85.7%・88.9%）が８割超え、「通報した」

（14.3%・8.9%）は１割前後となっています。 

問32[問19] 児童虐待の場面を見たり、聞いたりした経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

問32-1[問19-1] 町や児童相談所等に通報したか 
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話したこと

がある

86.7%

話したこと

がない

12.2%

無回答

1.1%

小学生

n=639

ある

30.8%

ない

67.3%

無回答

1.9%

小学生

n=639

72.8 

71.2 

24.7 

46.9 

49.9 

2.7 

0.3 

0.8 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

被害児童・生徒の心のケア

加害児童・生徒への指導

周辺児童・生徒への指導

被害児童・生徒の保護者との連絡

再発防止へ学校全体での取り組み

その他

特にない

わからない

無回答

小学生

n=639

○小学生の「いじめ」に関する会話についてみると、「話したことがある」（86.7%）

が８割を超え、「話したことがない」（12.2％）約１割となっています。 

○小学生の「いじめ」の場面を見たり、聞いたりした経験の有無をみると、「ない」

（67.3%）、一方で「ある」は30.8％と３割を超えています。 

○「いじめ」の発生時に学校に求める対応をみると、「被害児童・生徒の心のケア」

（72.8％）、「加害児童・生徒への指導」（71.2%）の割合が高くなっています。 

 [問20] 「いじめ」に関する会話について [問21] 「いじめ」の場面を 
 見たり、聞いたりした経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[問22] 「いじめ」の発生時に学校に求める対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



南部町 

86 

36.5 

17.5 

25.1 

8.9 

11.0 

55.9 

11.7 

58.5 

16.4 

3.2 

3.2 

3.0 

0% 25% 50% 75% 100%

親子が安心して集まれる身近な場所、

イベントの機会

子育てに困ったときに相談したり、

情報が得られるセンターなどの整備

保育所の充実

幼稚園の充実

認定こども園の開設

保育所や幼稚園にかかる費用の軽減

地域の保育サービスの充実

安心して子どもが医療機関を

受診できる体制の整備

育児休暇の取得促進など、企業に対して

育児との両立環境の改善の啓発

子育てについて学べる機会の充実

その他

無回答

就学前児童

n=463

32.1 

26.3 

11.1 

3.3 

6.9 

40.4 

17.1 

62.8 

22.4 

8.1 

5.2 

2.2 

0% 25% 50% 75% 100%

小学生

n=639

○町の子育て支援で期待することや、充実すべきことをみると、就学前児童・小学生と

もに「安心して子どもが医療機関を受診できる体制の整備」（58.5%・62.8%）の割

合が最も高く、次いで「保育所や幼稚園にかかる費用の軽減」（55.9％・40.4%）と

なっています。 

 問33[問23] 町の子育て支援で期待することや、充実すべきこと 
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第５章 子ども・子育て支援に関する自由意見 

１ 就学前児童の保護者の自由意見 

（１）共起ネットワーク 

下図は自由意見の「どんな言葉が多く出てきていて、どの言葉とどの言葉が一緒に使

われていたのか」を表した共起ネットワーク図で、強い共起関係ほど太い線、出現数の

多い語ほど大きい円となっています。 

共起ネットワーク図からみられる皆さんの関心の高い単語を抽出し、自由意見として

まとめます。 
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（２）教育・保育環境の充実についての自由意見 

子ども・子育て支援に関連する、出現数が多いグループで自由意見の言葉の頻度を計

算し、代表的な意見を記載しました。 

■抽出語件数 

抽出語 小児科 公園 保育園 施設 幼稚園 

件数 30 26 22 18 16 

■就学前児童の保護者の自由意見 

抽出語 件数 代表的な自由意見 

小児科 30 

町には小児科があっても平日毎日やってる訳ではないし時間も短
い。八戸市みたいに土曜日でも仕事終わってからでも行けるような
小児科があれば助かる。日曜、祝日、やってる様な小児科があれば
もっと助かる。 

出産時に子供の面倒を見てもらえる人が居ると助かります。（祖父

母共に勤務している為、主人が立会出産を希望していますが、夜間
だとなかなか祖父母の次の日の勤務を考えると預けづらいです）町
内に病児、病児後保育の出来る小児科があれば助かります。 

近くに小児科がなくてとても困る。これから新しく出来ると期待し
ていたが半日２日の１日やっている日が１日しかない。何かあった
時１時間もかけて八戸まで行かなきゃいけないと、緊急の時、運転
しながら様子も見ながらというのはとても不安です。ワクチンの事
で八戸の小児科さんに聞いても南部町の方はこちらで分からない
と言われ、役場に聞くと小児科に聞いてと言われ本当に困ります。 

小児科や耳鼻科が建ってほしい。南部町医療センターだと、小児の
設備？器具などちゃんとそろって？いなかった。耳鼻科は受けれる
曜日が決められていて不便。 

公園 26 

公園の数はあるのに整備が出来ていなく遊べない遊具が多い。十和

田の道の駅にある公園くらいの大きい遊具が欲しい。複数の習い事
をさせたいので低料金で曜日事に習えるシステム。 

公園や屋内で遊べるところがない。姑から町の広報が渡ってこない
ので、広報以外で町の情報を定期的に得られるメルマガ等が欲し
い。 

子どもに対する町の動きがとても良いと思います。みんなが集まれ
る公園（他の町の子どもも来たくなる様な）を作ったらもっと楽し
く、みんなが笑顔になれると思います。日本一長いすべり台をぜひ
名川中学校の前へ建設お願いします。 

公園や町内に子供連れで遊べる施設が増えればと思います。馬淵川
ふれあい親水公園の草がボーボーだったので定期的に管理してい
ただければと思います。 

保育園 22 

今通っている保育園が早く認定こども園にならないかと待ってい

る状態。下の子は本当はもう少し家で見てあげたい、でも上の子は
園での友達がいるからまた新しく幼稚園に入れ直すのもかわいそ
うな気がする。認定こども園であれば、下の子を家で見ながら１号
認定で今の保育園に通える可能性がある。何とか早く認定こども園
開設を願います。 
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あまり良くない保育園の話を耳にする事が何度かありました。感謝
してる部分が多いがものすごく不安、心配になりました。自分の保
育園で起きてた事が全然知らなくて、事の大きさからみてすごくシ
ョックでした。信頼して預けれる園であってほしいと願います。 

町内に保育園が３ヶ所しかなく、子供を入園させるのにいろいろ見

学して、質や環境を見ましたが、正直、安心して預けたいと思う所
はありませんでした。八戸の保育園など保育方針や保育内容の良い
なと思う所はありましたが、広域入所は難しいと言われ、納得のい
く選択はできませんでした。子供の教育に関わる事なので選択肢が
ない中で仕方なく、ではなく、ある程度自由に選べる制度が欲しか
ったです。幼稚園は市内に入れるつもりですが、それまでの間は行
くところがない、というのが実際でした。保育の質、教育の質の向
上を頑張ってほしいです。 

施設 18 

南部町外の施設を利用していますが、南部町内の施設を利用した
際、自分の子を雑にあつかわれた場面を数回見てしまい町内の園を
利用するのが恐くなりました。先生方は忙しい中、接してくれてい
るのは分かりますし、感謝はしますが、雑な対応はやめて欲しい。
目撃した時、すごく悲しく思いました。 

現在は所得に応じて支援内容が異なるため、子育てをしている家庭

全てが支援をうけられるようにしてほしい。（医療費や保育料など）
子供が遊べるような施設や公園を整備してほしい。 

病気になった時の病児、病後児施設があれば、たすかります。ここ
から近い所でも、部屋に空きがないとことわられて、預けることが
出来ず、会社を休まなければならなくなり、休むことを連絡したら、
おこられたことが何度もあります。結局その会社を辞めることにな
りました。南部町にも病児保育できる所があればすごく助かりま
す。（病後よりは病児が、ぜひ欲しいです） 

幼稚園 16 

兄弟が幼稚園に入る時、入れるかどうか分からずに苦労しました。
相談できる所があれば良いと思いました。又、近く人幼稚園がない
ので、それも不安です。（入園するなら近くが良いので。雪の日の
送り迎えが不安です。）入園準備まで少し先なのに今から心配です。
入りやすい環境を希望します。あと、幼稚園に関しての情報が少な
い気がします。周囲でも幼稚園に入れたいと思っている方が結構い
たのに、情報が少なくて同じように不安に思っている方がいまし
た。子育て支援がとても充実してきているので幼稚園の事に関して
も情報が増えるとありがたいです。 

幼稚園が町外だったので入園の合否が分るまで３カ月かかり不安
だった。相談できる所がどこか分らず辛かった。近くに幼稚園が無
く町外を選んだが、町内に近い園があれば良いのにと思いました。
子育て支援センターは就園児は利用できないので、兄弟と一緒に利
用できない為、上の子が通っている園の長期休みに下の子が支援セ
ンターを利用できなくなるのが困る。 

保育園や幼稚園を利用する際に、利用料や認定される時間などをイ
ンターネット上でシミュレーションできるようなサービスがあれ
ば、便利です。（兄弟の有無による割引きなども含む）利用料と保
育、幼稚園（教育）とを比べて入園する先を決めることができる。 
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２ 小学生の保護者の自由意見 

（１）共起ネットワーク 

下図は自由意見の「どんな言葉が多く出てきていて、どの言葉とどの言葉が一緒に使

われていたのか」を表した共起ネットワーク図で、強い共起関係ほど太い線、出現数の

多い語ほど大きい円となっています。 

共起ネットワーク図からみられる皆さんの関心の高い単語を抽出し、自由意見として

まとめます。 
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（２）教育・保育環境の充実についての自由意見 

子ども・子育て支援に関連する、出現数が多いグループで自由意見の言葉の頻度を計

算し、代表的な意見を記載しました。 

■抽出語件数 

抽出語 学校 公園 場所 学童 仕事 

件数 30 26 21 20 15 

■小学生の保護者の自由意見 

抽出語 件数 自由意見（抜粋） 

学校 30 

最近の小学校の先生は働き方改革を理由にしているか分からない

が親身になっている方が少ない。先生がそうだと保護者も学校に対
して熱意がなくなる。これでは悪循環！やる気のある先生が少な
い。南部町として何か伝えているのか？通学路についてもっと真剣
に考えて欲しい。歩道がないのに側溝に蓋がない。アンケートをと
る前に基本的な所を見落としていないか考えて欲しい。全て整備す
るのが難しいのはわかるが、通学する道路の両側に蓋がない所もあ
るという事実が把握できていない事はないと思う。 

小学校～エアコンの設置を強く希望。保育園～主食の持参やおむつ
一枚一枚に名前をつけるなど煩雑な作業をなくしてほしい。中学校
～女子生徒の制服のスカートをズボンに選べるようにしてほしい。
冬は体が冷えて体調が悪い。生徒心得なる、髪型、持ち物の色、ワ
ンポイントなど、昭和のルールを今も強要するのはやめてもらいた
い。 

福地地区の子供ですが、学校にプールが無いのは教育環境的として
よくないのでは？と思います。プールがある学校とやはり差が生じ
ると思います。教育の平等性がないのではないでしょうか？やはり
納得できずに４年間も過ごしました。プールを作るのは財政的に難
しいのはわかりますし、時間もかかるのは十分わかります、ですか
らバスで行く回数を増やすなど他の小学校と同じようにして欲し
いです。 

学校の統廃合をすすめてほしい。子供食堂の開設。台風などの災害
時に子供だけでも避難できる場所。（学童の延長） 

いろいろな支援をやってくださり、ありがたいです。できれば、医
療費は所得にかんけいなく子供は子供なので出してほしい（ちゅう
ちょする時があります）。高校に通学する支援もあれば助かります。
（バス、電車）年寄と同居している所に手当があれば報われます。
子供が遊べる所が少ない。勉強会などイベントがほしい。今の学校
のやり方は親の世代とは異なるため。南部町に残ってくれる子供が
増えていくように期待しています。中学生にどうすると南部町が盛
り上がるかを調査体験させると良いのでは？自分の町の良さをわ
かっていくのでは？ 

学校トイレの洋式化と清潔さを保ってほしいです。 

公園 26 
公園の整備、新しい遊具の設置（公園があっても遊具で遊べない）。
自然にふれあえる公園、こどもの森のような大型施設が欲しい。下
校時そのまま学校で習い事（曜日ごとに）が出来、資格なども取れ
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ると良い。できれば無料で。 

自分の子供が小さい時に感じたことは子供を遊ばせる公園が無い
とすごく思いました。剣吉地区ですが、役場に電話すると伝承館や
名久井の河川公園等ありますとの回答でしたが、すべり台とブラン
コだけでは子供も飽きてしまい結局は福地のふれあい公園や南郷
のカッコーの森など車を使って行くところしかなく困りました。公
民館もボールはダメ、ゲームはダメと子供達が遊べる所がないで
す。 

福地地区では公園が少なく、ふれあい公園という大きな公園は国道
を渡らなくてはならないので子供だけでは危ないし、大きくなくて
もいいので公園が近くに欲しいです。今は道路でキャッチボールや
サッカーをしている子が多く、とても気になります。遊び場（広場）
がもっとあると子供の為にいいと思います。 

近くの公園の遊具に今年３月点検か何かを役所で行い、テープをは
り使用できないようにしている。１２月になってもそのままで、テ
ープはボロボロになり、子供達が遊んだりしている。交換するのか
修理なのか早くして欲しい。 

学校や保育園や幼稚園の先生方への指導はどうなっているのか不
透明です。苦情をいってもその後の対応がどうなっているのかわか
りません。あと、町内の公園の環境整備も出来ていないと思います。
草もボーボー、鉄棒はさびている、すべり台も古い、ブランコにい
たってはなぜかロープでぐるぐるに巻かれていて遊べない。水のみ
場も無い。子供はどこで遊べばいいのですか？それから通学路に使
う道路の電灯が暗すぎる。中学校が近い住宅地だけでも増やすべ
き。夜は人も車も通らず部活の帰りの子供達は不安だと思うし、変
質者が現れても特徴が見えなきゃ検挙も情報交換も無理。 

ずっと以前よりアンケート等（色々な）記入の際に書いてきました
が、旧南部町には公園が無いのが困る所でした。親同士の会話にも
必ず出ますし、近場に公園があれば子供達や親同士のコミュニケー
ションも図れ、子供の成長にも良いと思います。遊ぶ場所がないか
ら家の中での遊びへとなって、せまい世界のみになってしまいがち
です。他県からの転勤でいらした方等からの声もきかれます。 

場所 21 

小学生など集まって遊べる所が少ない。公民館とかで遊んでるとあ
れだめ、これだめと言われて、徐々に遊びに行かなくなった。伝承
館とかで遊んでいるとボールはダメとか言われ遊ぶ所がない。そう
すると自然と誰かの家でゲームで遊ぶ事になる。小さい頃は天気の
いい時は外で遊んでほしい。その場所があれば子供達はもっと外に
遊ぶようになると思う。今、両親とも共稼ぎが多いと思うので、家
で子供達だけ遊ばせるというより遊ぶところに集まって遊べたら
いいと思う。 

１人で歩かせるには、危険な場所が多すぎると思う。街灯をふやし
たり、道路わきの深い用水路があるところにはフェンスを設置する
等、そういうところにも目を向けてほしい。 

名川地区の図書館のような歩いて行ける場所に安心して勉強が出
来る場所があれば良いのではないかと感じます。特に受験生には欲
しい所です。ここに行けば落ち着けるという子供の居場所が出来れ
ば成人しても自分の町にはこんな場所があったと、大事に育てても
らえたことを覚えていて結果また地元に戻ってきやすいのではな
いかと思います。今住んでいる子供達に居心地の良いまちづくりを
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して大切に育てられるようにして欲しいです。 

近所に子供がおらず、休日子供達が集まって遊ぶ場所もない。（公
園など）学校も同級生も近くにはなくなってしまうため子供が産め
ない。子育て世帯の意見交換会なんかがあれば良いと思う。 

学童 20 

高学年になると学童には基本的に行けなくなり、夏、冬休みの部活
は有りますが、帰宅後宿題をしないで遊んでいたりが心配です。（ま
だ２、３年先の話ですが）ですので、高学年用の学童？みたいなと
ころがあれば宿題をやる時間を決めてもらったり、分からない所を
教えてもらったりできるのかなと思いました。（低学年の様に問題
が簡単ではなくなるので先生も難しいとは思います。）しかし、や
り残しや分からないところの克服など学校の先生の新学期になっ
てからの負担も減るかと思います。親の負担も減るかと！（親の務
めだと言われてしまえばそれまでですが）皆が塾に行くのは難しい
と思いますし、長期休暇の時に公民館等で開いていただけると安心
です。 

学童を利用していますが、利用していない兄の用事などでいつもよ
り遅く迎えに行くと子供が先生に嫌味を言われたことがあったよ
うです。○時～○時と開いてるはずが、時間よりだいぶ早くても子
供がいなくなれば帰るのですか？３０分以上早いのに先生方が帰
る準備をして入口でソファに座ってうちの子供と待っていました。
それからは仕事が終わると急いで迎えへ行き、それから用事を足す
ようにしています。あずかってもらっている立場なのでありがたい
とは思っていますが、安心はできません。 

下の子が学童に行っています。学童はＡＭ７：３０～なのですが、
冬休みは開園をＡＭ７：１５にしてほしいなと毎年思っています。
冬は早めに職場に向かいたいので７：３０だと途中で渋滞などあっ
た場合、会社に遅刻をしてしまいます。 

子供の数が減って、周囲にも遊べる友達がいないので、長期の休み
は親の就労関係なしに学童を利用できるようにしてもいいと思う。 

仕事 15 

たまに学校が休みの時学童も休みの時があり（平日）仕事が夫婦で
休めない時もあるので平日は仕事している人に合わせて必ず学童
はやっていてほしいです。祖父母に預けることも出来ない人もいる
と思うので。 

小学校生活も来年度までなので、高学年となった今では、学童保育

を利用する事もなくなり、家に誰も居なくても留守番も出来るの
で、不安に感じる事は無いです。これから小学校生活がある方々は
安心して仕事をするためにも学童保育の充実、その他保育料の軽減
など金銭に関わるものは生活に負担となるので安定した生活水準
を保つ為にも必要になると思います。 

近年、不登校の生徒が増えている様子、その子達を受け入れて、集
う場所があれば、その親達の心労、又、その子供の居場所がみつけ
られるのではと思います。勉強だけでなく畑仕事をさせる。自由な
活動のできる居場所を作ってあげられたらと思います。 
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資 料 編 

１ 就学前児童の調査票 
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２ 小学生の調査票 
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